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（24）420，
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イラー給水復水用

料油消費規整用

ンブ性能試験用

凍船･油槽船等

殊船用各種流量計

協同葱研究者
エ業技術庁中笑度量衡検定所

東京大学工学部計測器教室
特‘許第106344号

〃119037号
〃、1444 71号
〃147313号

実用新案第247854号

流体の種類を問わず〔温度。粘

度｡流速｡圧力等〕に関係なく器

差±0.5％以内の正確計量可能

用
用
用
等

卿狸店内外邇商株式会鼬製作耐YI蝋雲工業儲会撤
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六次船あとらす丸〔大阪商船〕

起工25--12--25進水26－6－9竣工26－9－6

1I1日本重工業刺1戸造船所建造

全長144.93m,垂線間長134.00m

型幅18.80m,型深11.80m,滿載吃水8.70m

總噸数8,100T

載貨亜戯10,400Kt.

第一級遠洋座域貢物船〔遮浪甲板船〕

船級甥A1｡gqAMS,NS",MNSif

速力航海14.8Kn,汲湿15.75Kn

航行距離24,000狐

主機中日本ズルツアーデイ一・ピル機關10SD72型1基

出力定絡7,000B.H.P,毎分回斡數125

六次船信貴春丸〔新日本汽船）

鰯
日立造船因島工場弛造進水26－8－23

全長142.41m,垂線間長132.00m

型幅18.00m,型深10.30m,

計画瀧祇吃水約8.20m

總噸数約7,040T,赦食重飛約9,600Kt

黄物舳容積約14,680m3

主機械ズルツアー7SD72型ディーゼル機

關1基

出力定絡5,000B.H.P･速力､定格)16.25Kn

船級鵜Al｡*AMS,NS¥,MNS"

－5－
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二
回 長丸（大同海迩〕六次船

西日本亜工業長崎造船所建造

起工25-12-24．進水26－7－6竣工26-9-15垂線間長132.00m,刻陥18.40m,刎深10.20m
總噸数7,118T,赦貨重量約10,300Kt覧物鮒容積14･,800m3

主機關恥鋤二衝程無空氣噛油ディーゼル機開7MS72/1251基

出 力定洛5,0 00B.H.P速力雌大16 . 7 8 6 K n , 經 沸 1 5 . り 5 3 K n

族審定貝6語船級NK-NSf,MNS",AB-段A1qP,*AMS

一一－一一一一画一＝÷ザ一一一一一一一一一一一一一一一一一一卓一一一一一一一一一一一一一一一一一

１
１
１

W'
（

六次船東山丸（東邦海迩〕

東日本菰工薬概演造船所建造進水26－8－31
会長121.58m垂線間長112.00m
烈幅16.20m,狐深(上II1板迄)9.00m
滿職吃水7.35m

總噸数約4,750T,il砿街求最約6,750Kt

貨物船容談(ベール〕約8,975m3

連j公試1I聯約14.75Kn,航続距

離20,000狐

機關横演MAN,恥伽二術縄無

氣噛汕ディーゼル機關1基

IIIjj定絡3,500B.H.P.

船級NK－NS*,MNS*,
LR－飴100AI,*LMC

'’
1

’

彦山丸〔巴細汽船〕

浦賀造船所雌造

稚水26－9－L1．

踵×柵×深128×17.8x10m

總噸数6350T

赦貨亜雌9,450Kt

一一6－－

」一 ＝－
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集No.36新 造 船鳶 眞

安船永丸

竣工26－9－－末

型幅17.80m型深10.20m

上速力（航海)16.5Kn

IIけJ(定格)4,900B.H.P.

(八鴎汽船〕六 次

播磨造船所雌造進水26－6－21

全長128m飛線間長117.60m

總噸散6,550T戦災韮敢9,400Kt

機棚播艤ズルツフーー莞イーーピル機関

黄絡遠洋第一級船級LR,NK

滿赦吃水8.10m

■申

毒
《 I←イ

磯 i雪

六次船大元丸（太洋海迩）

日立造船向励工場雌造進水26-9-16
余長137.f1,1m嘔線11il"128.00m
蝿柵17.50m,ツ刷深10.30m,1;l･画猟1ifl'と水芯.20m
総噸敷約6,650T,、1曲姉肺1tfj9,300Kt
貨物鮪容秋〔ベール〕約14,381m3
主催械日立B&W(574'-VTF-160)M,デ､イーゼル

機棚l華（日立B&W1番機）

出ｿj定柵4,600BH.P.速力（定端)16Kn
船級藩Al@,*AMS,NS*,MNS*

明和丸(I_1JKI蒋船）

名村造船所雄途

進水26－9‐4・

長×鵬×深125×16.30×9.00m

總噸数5,000T

赦貨蓮戦7,200Kt
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抽鮖船第十一文丸（大洋漁業）

林旅造船株式會就廸迭

起工26-1--12進水26－5－22

竣工26－8－3

長×幅×深48.00×8.40×4.50m

漁赦吃水3.95m

總噸激473.58T,純噸激177.90T

速力〔雌大)16.3Kn,R"定風27名

主機關林旋8D-48"2サイクル駆鋤

トランクピストン型無斌噛

汕ディーゼル機關1基

出力定絡2,000B.H､P,毎分回縛敷

定絡180

船級日本海郡協會

日本電蝋製511型探鯨擬装肺，

操舵室，煙突に秘合金使用Q
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船
舶
美
(その三）

船
内
に
つ
い
て

平山了也

⑪

QUEENMARY

"メインレストラン

I､'1]央の後部壁面を
飾る雛鰯なタピスi、

ｳﾘｰ｡1936年に竣

工したもので純装飾
主義的デザイン。
(PhilipConnard,
R、A.作）

’
いたづらに「装飾」とし､う衣裳をまとい、もののあり

の室入の姿を掩いかくし、i断慨な材料と、多くの手llllと、

英大な養金を愛し、轆腿.、限りを推して出来上ったもの

が、すばらしいものであると考えた過去の装飾概念は、

城･早今I:1では成り立たない。こんなすばらしいものは絶

劉に眞似が出来ぬだろう、こ奥だけに数ケ月‘､期間と何
十胸囲の金がか上っているのだと得々として諮り、又そ

を有難そうに拝盤する者があるならば、過去の世界で語

れ。限られた狭い空間に、少しでも多くの祥と荷物を磯

み、妓も誕涛的.i1.つ合理的なるべき船舶が、美み眠りを

極めた装飾をほどこし、人llllを威睡して何になるか，若

し、ギリシヤ殿堂や、中古の大名邸を槙そうとするなら

ぱ、溌早やそれは船ではない｡現代処築に弧L,影禅を與

えたはづぬ船舶が、過去．D建築に城れを感じ、そｵしを再

塊しようと空しい努力をしたのはどう、・うわけか．所縫

それ等は亡ぴなけｲしばならない雌低から填笈へ、険鮮

なるも･いから明快なるも､リヘ、蛍旋趣味からポピュラー

なものへ、そして鯉雑なものから単純なも‘リヘ、純装飾

的なるものから班朋的なも.リヘと、更に、木材、切地、

ガラス､重余風､特殊天然材は不燃性、合成樹脂､輕金風、

人工多岐生産!W!へと、マティアリアルの進歩と共にその

材料‘"持つ本蹴的な美しさを、ありのまLに正しく使う

デザインへと移り塗らねばならぬ，それはけだし歴史の

必然性とも云えよう。

’
･－9－



一参
②
一

一参.‘雪巽 三垂
STATER○○M

雲擶竜
q

剛 33

、別府航路こがれ丸(1,90G.T.)の一等祥

室ぅ別府航路は航路の壯態から2,000GT此り

であって、船の型も配置も自然一定したもの

になって、、るぅるり丸、にしき九、橘丸（大

島航路）の一等船室も略同様であるっ幟か

8.16m2c"所に造らｲした文化住宅とでも云え

ようか〕

瓢
I

、
一

NＮ
Ｎ
N

N

③にしき丸の三等雑脈塞。〔似蹴_LState

Roomの部に入れる）上と比i鮫して何とその

差悠だしきや。こLに何両人という容をつめ

込むといったら、無を失う人があるかも知ｵし

ぬ。一人|冊も荷物波みぬ徳遇一汽車は三

等､船は二等といわｵしるのも無雌からぬ事だ。

④さて船貝吻方はどうかつこれ父階級差群し

いものがあるが、シャトルコンベンション等

に上り、溌近は多少その差が少〈なってL、る。

装飾の方から云っても、豪堆なも.〃を造るよ

りも、住み心地がよくて、感[､cokいものを

造る事に主鮎が樅かれねばならぬコドニヤ・

アリシアに於けるpatyofincarの1IAI室のベ

ッド･は、燃えやす‘.木製を礎し、！'噸い感じの

金脇製を･尿ﾉijして、機能:'I|りな錐しさを喪現し
て い る 、

⑤ブリタニヤ･1840fl3)のキャビン。ディッケン

スが乗ったIIfに仏i<、「Ⅲﾘ.可に窓のあるl-[大な

窺権'1なり」と，（過去の例､I聯代の州ii!↓は'jl

えぬ）

脚M、I

嫁
3

『
毎
ａ
ｌ
Ｕ

Ｌ

鎗湯

－10－
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③青爾連絡船同爺丸-ワ

ー雑食鴬っsimple

planeを大鵬に収入ｲL

た例，この食錐は

longiに通り、左側は

喫煉室で、その塊はサ

ッシュで仕切られ總ガ

ラスである。どの部分

も直線と平而で樅成さ

れ、ごてごてしたモー

ルディングが一切使わ

れていなし､所が、近代

的な感斑を呼び起すも

とになってし、る。テー

ブルと満子の11｢くさい

のが王に傷であるが、

マティアリアルと価絡

と、加うるにローリン

グがデザインの近代化

をは'9,むなやみの種，

Ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
ｌ

⑰インデベンデンス

〔1950年米)-ワレストラ

ンI､。電燈の笠は釜部

天井わ中に押込み、完

全にフラッシュ。ピラー

も出すならIIIすで、こ

せこせと何本も川さず

大きな塊として取扱っ

ているo

②瀬戸内海航路こがれ

丸の三等食強｡狭し､空

間に少しでも多くの席

を取り、天井も、壁而

も、テーブルも単純な

取扱いて．あり、冠燈の

笠も周燗のトランクに

埋込んである。テーブ

ルは足が四本なくては

立たぬものとし、う考え

方は大間通い。狭いが

故に整理出來るものは

極力盤理し、デザイン

をすっきりさせた例｡

⑧ ←

Ｔ
・
列
割
ｉ
画
毎
画
蝿
呼琴

､、型
蝿

鳥鍵蕊
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⑥ドニヤ･ナチ〔比島向輪田船1951年建造〕のエントランス｡「フィリッ

ピン人をして」アシと云わせるようなものを造れとの要求だそうだ。

7,400GT位の貨物船では勿捜な過ぎる位。ラ。マルセイエーズと比

鮫してみれば分るように近代的〃.つ金脇的感兇っパネルは楠の韮目

のsimplep]aneo手摺はアートメタルで泣線的椛成〔ラ．マルセ

イニーズは絨暁の模様と共に植物的フリーカープ)､そして壁の殆ど

半分を占める大銃は上への空間の縦りを弧調している。更に外掛式

である亦が、階段をより庇〈1雌〈すっきりとした感じにしている。

枕木”収扱し、方が今一息といった所っ

－12－

STAIR

③フランス券船ラ・マルセイエーズのメ

インエントランス。ごてごてとして古く

さいが、それなりに謹め上げた例，天井

とパネルの取扱いは一昔前の感じだが、

純白の大理石と、絨匪との對象的なコン

I､ラストは、材料の持つ狩性をよく生し

ている｡

の船の階段は殆ど梯子と稲した方がよい

位急な傾斜で、且つおそまつなものが多

い。これは狭､､船内の事であるし、少し

でも安上りに造ろうとするから仕方がな

し､事ではあるが、こ上に下の如き完全な

梯子がある。こうなれば又、愛用的皿っ

經沸的で、メカニカルな美しさを發押し

出す。
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AtlantiCDuchessに取付けた

GrayPolarDiesel･Engme

一

AtlanticDucliessはG.T.9,250噸のモーター油槽船型式で潤滑油をピストン冷却用に用いる。シリンダ覆ば
で，一段減速歯車とフルカン接手をもつだ単螺船であるやはり合金鋳鉄で二部に分たれる。
同型の最初の一合は7気筒でデンマーク船ﾉSpiegelbO 各々の覆に燃料弁，起動弁及び調圧弁がついている。

喀に塔載された。AtlanticDuchessについで他の油槽独立の燃料ポンプが各気欝に備えられ，同時lコクラン
船にも設備される予定である。一ク軸からの歯車装置で駆動され，機関前面のフレーム上
本船につけられた機関は6気篇直接逆転式，2種程サに取付けられたカム軸が設け2れている。

イクル，単働式で,､行程が700m/m,気篭直径500mJm掃除室気ポンプは2台あ.り,遠心型で前進及び後進用と
である，毎分250回転で,機関一基で2,360BHPを発生なっている。室気の送出量は制御弁で自動的に調節され
~し，平均本効圧力は5.23kg/cm'で燃料消費は0｡353る。ポンプはクランク刺Iから駆動され，伝導軸は磯関後
1bである。面階ある，伝導軸に は 流 体 接 手 が 挿 入 さ れ ， 之 に は 磯 関

トランクピストン型のうちで，グレイポーラー機関は の強制潤滑系統からの油が供給される，この接手は危険

小ぢんまりとして剛強な祷造を有し,保守,検査のため 回薩数に雄ける振振動を減少する効果をも人つ。

にはどこでも丁寧にしらべることが出来る。合板は鋳鉄機関はすべて強制潤滑である。潤滑油の経路は主軸受
でホワイドメタルのついた鋳鋼主軸受を支えている。台‘クランク軸，連結桿下端を通り．,連結桿内の戻止弁を過
板には潤濁閥溜があり，之から潤滑油は二重底のドレイぎてその上端に達しビスヒン頂部に到る。之がら油は伸
ンタンクに導がれる。合板は組立機関台座にボルト締さ縮嵌合管を通じて合板の油溜に返る。
れ，ミツチエル推力受と結合する｡‐・機関の前端にプランジヤー型ポンプ2台が設けられ，
クランク軸はシーメコスマルチン鋼製で，ウェブとピクランク軸の延長部か倉駆動される。ユ台は機関冷却用

ンを一つの鍛造にした竿組立式である。支架と.シirﾝダ真永を供給し，他は冷却器に海水を供給する。同じ延長
一フレームは鋳鉄で互にボルト締され,､貫通ボルトで台部は機関の潤滑油系統への歯車ボ･ンプを駆動する。、
板に結合され剛な構造をなす。気篇ライナーには合金鋳AtlanticDucliessの減速歯車装置には双機関用舶用’
鉄が使用され－体に鋳造されて'(る・・排気用及び掃除室一段減速歯車箱を有し，水平型である。ピニオンは主歯
気用二個の孔があり，その上方が清水で冷却される｡．掃車の両側に位置し,･主歯車とピニオンの中心は同一水平
除室気弁がついていて排気はここを通ることが出来ない 面内にある。歯車は単螺旋歯車式で飛沫潤滑を行う。各

が，掃除篭菫気の圧力が排気の圧力をこえると室気はこのピニオンは歯車箱内のフルカン流体接手に連結する推進
弁を押開けて流入する。＝ 、ー軸からチチインで駆動されるポンプが歯車箱と接手に潤

溌関の詳細滑油を，潤滑油冷却器に流水を送る。
ピストンは鋳鉄製，頭部は合金鋳銚対称形で胴部に歯車箱の軸接手のところで馬力は110回転,4,300BH

ボルト締ざれる。でストンの鋤磯祷は普通のﾄランクPである。、
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12米消防艇おとわ
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本艇は昭和25年度第2次追加建造の'2米消防艇の蔀ボﾝプ駆動機械を椴腕クラッチ及びフレキシブルカツ
艇として建造されたもので,従来日本で建造された多くプリングを介して直結した同型のもの。
の消防艇に比べ，綴型，織装は可成り趣を異に･している。ポンプ型式日本式高圧三段タービンボンプ（日

・太艇は主要港に於て，船舶火災及び港附近の沿岸火災本造機製）

の消防作業や，救難排水作業も行うものである。船体は 毎分回転数約エダ950・

木製V底浬,､堅牢な穰造で相当な船令を保持するに必要公称放水量毎分500ガロン。放水時間10時間
な考慮が私われている。以下各部の主要要目庭ついて説 ’筒先圧力と放水量200ポンド/平方吋にて250ガ

〆

明 する。ロン

主要寸法、1 2 0 ポ ン ド /平方吋にて520ガロン
ーニ

全長12.000米放水口径及び数21/“片舷4箇宛計8箇及
吃水 線長 〔常術状態〕11.75味‘．びモニターユ筒・

最大幅（被板夕p3,700米．‐救難排水用吸水ロ径及7X数4吋，片舷2箇宛計
深さ（中央にて艦骨保誰材下面より 甲板舷側上面4箇

迄）1,900米モニター日本造機製起倒式僻仰旋回型

排永澄（常備状態)13.800唾ボン戎駆動機械型式いすずDA45Z冷4ザイクル

平均吃水C〃〕0.880米直列6気筒燃焼室型ディーゼル
＝磯城関係要 目 定 格 出 力 6 3 馬 力，毎分回転数2,000,燃料消識

主機城型式MSA-7H竪型4サイクル単側デイ 量約約2309"/HPII

一ゼル擬関1基(いずず自動車製造ソ.重量630通
気 篭 × 内 径 ×行程6×95粍×120粍その他の装備

定格出力63馬力，毎分回転数.2,0qO発電機D.C、24V×300W(主機械付)5基
、

燃料消費量約2209"HP/H蓄電池24V×144AH.､3組

・使用燃料軽油。燃料計画満載蚤840ZE.始動電動機D.C.24V×6HPC主磯械付）ユ基

始 動方 式セルモーター始動乘員．艇長以下'0名
機械重量約77 0 班 登 格 第 四級船航行区域は平水区域

速力約5節。航続距離約50浬本艇は試作艇として設計をしつつ建造されたもので，
消防及救難排水装置要目 本艇と同型の2，3番艇‘‘けどうん''及‘‘しらいと,，がこの

消防ポンプユニツトは4基で各ユニット共ポンプと程呉造船ロー業にて完成した。

〆

～

”

－24－－

、

I
一一一一一面 一



12米消防艇おとわ配置図
＝

一

闘哩〃6〃ア

》
一
口

一幸

ゆ

む

巳

・
彪殉Ｊ

⑳
”〃

、

甲

F

●

p

‘ 即虹HLj“f了．‐

皇
識

／、

s曜凡Vバノ4 硯淑！

I

ｙ

『

I
2

,~鎖

籍謹窪f－－～…～…
＝

藍

班室
皇2 暮

ｆ
０
４

－－丞zf，22ン

I…

壷一。 －

／／

些遜＆ 一■一■

I

S”E

.Iで－

S”E

，Iで－

醗々『圏醗々『圏

、

｜…）
“”丁

1回

三一.I’“”丁

S稗匿
Z型

l蕊
.

… pへpへ↓

､

_ …哩
理．I
InＩ

l

l

lシヤ
P

ヂイーゼル

タービン

潤滑油

米國シャープ

本社東京者I

〆

東京都品川区北品川4~]洞535番地

電話（49）4679°1372

東京都中央区銀座’丁自6番地(皆川ピル）工場

電話京橋（56）代表8681～8685
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ANDANES

写真下はANDANFS号

のWheelHouse内部
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鵲ちgyro-con]pass,自動操舵装

置によるgyro-Pilot,,radar,魚群

探索用のeCho-sounder等を備えて
いる。源水，冷水の管系も.あり，電

気装備は最新型のものである。船員

の居住設備は凡ての点で完備されて

いる。．‐・
設犠(Fishmealplant)

句

一
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一
二

》
》 一 夕 声 一 一
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や一
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トロール船.の發逹 魚肉虚涯設鐘(Fishmealplant)

最近完成したPrincessE1izabethC770G.T.)は英

本国で最初に魚肉処理設備を装備したトローラーで,.大

きさも最大のものである｡居住設備も高級で,上部篤造
は殆んど軽合金が使用されている。大きな魚総があり，
船首の魚肉処理設備で一日2．5トンのfishmealを製

造するが，機械化されているので操作するのは唯一人で

やってのけられる。‘

一

‐最近ラヂオやレーダーの発達によって漁船も之等の

装備によって漁鰐を行っている。英国海岸近くの漁場が

荒廃してしまったので遥洋漁業が必要になって来た。こ
のためトロール船も益々 大型になりy所謂漁工舵時代が

来た様である。即ちトロール船は魚を捕獲し魚肉を冷凍
するばかりでなく，同時に肝油め製造までする様になら
是。英国のトロール綴を建造する造船所の

代表的なものは,ScotlandのAberdeen
にあるJohnLewis,HallRussell,Ale_
xanderHallの三会社，及びNorthEast

EnglandのRiverHumber地区のCook

Welton&Gemmell,Cochrane!&Sons,

RichardDunSton及びGoole造所等が
数えられる。之等‘は英本国，アイスランド，

カナダ，ベルギー等の船主からの注文で多
忙を極めている。

自動操舵装壷

Cochrane&Sons造船所で建造さ鰯れた
724G.T・のsteamtrawler@@Andanes:,

はこの種の船には初めての航海計器，即鶚

『

衿

１
１

蚕

回転計艮積算》
閥桧上

転回計弔買I
創業二十五年一納期確寅迅速

燭倉本討幕精工株式
認会祗

本吐束京都大田区上池上町九六九

趣鰭荏原(08)1490番
本エ喝東京都大田区原町六(工副JF中）
柏ｴ趨千素懸柏町柏・電柏2番
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、最新の航海器具，漁穫物の冷凍，更に場合によ.つ画聖･〆

魚油製造の謝備をもった近代的トローラーは戦前の船愈
型とは大いに異っている。この様な近代的トロ.テラーの

遥例としてアイスランド政府の4#OiafurJ｡hanneSson"
と菜園城アフリカ水産研究所の調査用トローラー"Ca

peSt,.nEryl'がそり，両船共Hall,Russell，造船所
CAbgrdeen>で建造されだ。、。

最新の、トロニラー船二隻凸

●
国 ． 銭

少

0

☆OlafurJohannesson*
、

☆CaplSt･Mary ☆

－
一一一一一一一

一一一）｝

☆･OlafurJoha皿|essonf号はsteamtaW1erで,垂線間

長178沢6吋,型幅30沢,上甲板迄の深さ16服?､本船の新
し､､設計としては,船首楼，傾斜しだﾇﾃﾑぅ‘舷側の張

出どた船首部,､クルーザ弓一スター芝,流線形④舵等であ
－る。魚肉を新鮮に保存fする冷凍設備のある大きなFish-
roomがある。更に急冷磯械と冷蔵庫があり,加工され
た葎肉を冷凍して,陸揚の時の用意に紙で包装してお
･J〈､｡塒殊設備としては蒸汽式の魚油製造設備で,一日に
釣を2.5トン処理すること咄栞,乾爆-'砕粉,愛入作

業も壱まれでい量｡別室に魚油の貯蔵所がある。鱈の肝
油製造機は船尾にあつで5ケの確か．らなっている。
、甲板磯械は，2本の1000尋の曳索をまくトロール用蒸
汽ｳｲﾝﾁ,電動式ｳｲﾝドﾗｽ,ﾃﾚﾓーﾀ式の電動
及手動水圧式の操舵装置がある｡､船亀｡救命艇2隻があ
る。ﾚー ダー,無線設備や香響測定機2gW/T式方位測
定機がある6居住設備峰則人のために設けられ,機Q

QQ巳

動通風装置が目立っている｡､主機は三段膨脹式で，出力
1･2001HP過熱蒸汽を使用している。
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アイス．ランドのトローラーOlafurlohanneSson

ンチは両方のドラムで夫々 径2.5吋，長さ600尋のワ今ヤ

ーを捲き,･牽引力2,5トン以上,､捲上速力毎分ユ50沢ぞ

ある。肝油製造能力は10日間で約3トンである。研究室
は上甲板船室の前部にあり左右両方に分れて，右舷側に
Wetlaborat･ryがあって魚を調べたり，生きた標本な

学

どがおいZある。熱帯地方航海のための特別な通風，･防
熱装置が居住区，機関室等1ｺ施されている。

主樹戒Iま睡蝉側サイクルの高圧重油燃焼のエンヂン

☆..CapeSt.Mary号はDiesel船で，研究調査船と
して特殊設備をもっている他に,･普通のトロール船と同

様の設備をもっている。本船は全長1i7K,幅25BR,深
さﾕ2沢6吋｡船尾ぱカヌー型で,前橋には5'rデリツグ
がありトロールウインチで操作する．船体構造はトロー
ラーに対するロイドの最高級のものである。魚肉冷凍室
は3,000立方沢の容穣があり，フレオンガス式冷却機を
用い,室内温度は22｡F最初まで下げ,格納中は34～38。

～

面に保持する。室周囲の防熱装置は表面をアルミニウムで，減速歯車で刺孫に連結する。7気筒で熱帯地方を航
でおおった厚さ3吋のOnazote板を用いている。、 行する場合350軸馬力，毎分回転数550以上を閏しう
製氷装置は冷凍室の後方にあり，毎日28ポンドの大き‐る。公試運転の時は330馬力，160,〔プ｡ロペラ回転数）で

さの氷をユトンの割で製造する。氷ほ手動砕氷機でユ時n節を出した｡燃料容量ば航羅吟径3‘000浬を行動する
電動水圧式トロールウイ、・に足るものである。間3/4トン宛砕くことが出来る。
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扇』星曲げ昭和
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棚鵬識器＝
腔肌可直流(交流)翌電捜及電動樋

電動發睡鏡、發電動機【"

輸流型及多翼型電動送風鍔・
電動ｻｲﾚｼ.電動排氣機.配電墓及起動器.扇風樋､各種謬造品
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ポンプ°改良型ウオシントンポンプ･ブラシヂ
ヤーーポンプ
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－9月のニュース解説一

ャ，ウルグヮィ，コロンビヤ．．････諸

国と新しく通商航海条約を取り決め

ているので，日本だけ戦前通りの通

商航海条約を痕活させるという訳に

は行かないからです。

そこで，新しい日米通商航海条約

は，どんなものになるかが，現在私

達の関心の的であります。ところが

AP通信のモリス・ハリス記者はワ

シントン9日発の通信で，次ぎのよ

うなことを報じて来ました。

対日講和の成立にともなって日米

間の通商関綴を確な基礎の上に置く
ため,･米国は日本と商業の諸条約を

結ぶ筈であるが，米国は日本の工業

力を，世界防禰計画の線に沿って大
きく利用する方針だが，それと同時

に日本に対しては経済復興の好壌を

与えることを希望しているので，全
般的な通商条約ともいうべき友好通

商航海条約の締結は日米両国の間で
結ばれる条約中，もつと重要な通商

上の条約になるでしょう。

そして，この条約が結ばれると，

更に海運協定の取り決めが実現する

筈です｡海運協定は，他の協定より
は複雑になるのが当然のなり行書で

すが，この協定の内容は世界の主要

海運国をも含めた規模のものに拡大

することも出来る性質のものなので

内容の範囲如何では，その実現は遅
れることになるし，また全海運国が

あらゆる大洋航路にわたり各国に関
係する協定を結ぶような場合は，さ

らに実現が遅れることになるでしょ

う。

では日米通商航海条約はいつ頃結

ばれるのでしょうか。この事につい

ては，ハリス記者は次ぎのように伝
えています。

”全般的な通商条約は，米商務省で

準備を急いでいますが，この条約の

締結は，米国政府が対日講和条約を

批准するま壱は実現されないでしょ

う。事実アメリカ商務省はまだ同条

－33－

約の内容を内定する段階には達して

いないようです。だが，その溝想は

戦前米国が結んだ同種の協定より広

範囲なものになるでしょう。

ハリス記者の報道に間違いがない

としたら，日米通商航海条約は，早

くてもこの年末以前には実現の望み

がなく，海運協定は来年4月以後に

なると見なければなりますまい。こ

のことは米上院議員で海運漁業分科

委員長のマグナツソン氏が共同通信

の大竹特派員に，「私は国務省が対

日漁業海運両協定をﾕ0月由に東京
で仮調印し，後日シヤトルで正式の

調印を行う計画をすすめていると了

解している」といつたことからも，

ほぼ明かであります。

このほか，米国以外の通商航海条

約は，スイスとか，タイとか，スエ

ーデンなどとは，ほぼ友好的に，し

かも早く結ばれるでしょう」，英国

との条約締結は今から頭痛の種であ

ります。なぜなら英国と商売敵とし

て競争が予想されるところへ，非友

好国とは講和後の4年間，日本は一

方的に最恵国待遇を与えなければな

らぬからであります。こうなると日

本の貿易とその輸送はどうなるでし

ょうか。

米国貿易当局は，「日米間の貿易

関係が，講和条約によって，正確な
商業的基礎の上におかれることにな

ると，米国から日本へ織送する量は

日本から米国が楡入する量よりも多

くなる。で日本はこの貿易じりを調

整するため，日本は米国からの原料

輸入を減らし，減した分を他国，特

にアジア諸国から輸入する方向に進

むだろう。そして今日までの日米豊

易が示したアンバランスは，今後日

本の対米職出の増加によって緩和さ

れるだろう。日本は国蓮計画の韓国

復興に対すぢ主な供給国として，日

本は自国の経済を回復する好機に恵

まれよう」と見ています。

』
九月のニュース解説

吉田精顕
胸

9月は8日に待望の講和会議調印

式がサンフランシスコで行われたの

で，講和会議に対する一般の関心が

集中した形でしたが，吉田主席全権

以下の全権団が，’3日羽田へ帰って

来てから，国民一般の講和に対する

考えが多少変ったようです。
自立経済を急速に樹てればならぬ

ことと，その経済の中から各国に対

する賠償を支払わねばならぬこと，

独立を自術するための軍備を整えね

ばならぬこと等どれもこれも憂うつ

になる問題がおおいかぶさって来た

ので，これは大変だうつかり出来な

いという緊張が人々の心に起ったこ

とは確です。

では講和後に課せられるこれ等の

国家的問題は我海運と造船の面にど．

のような新しい問題を投げ掛けるで
・，

しようか。

すでに問題として浮び出している

のは通商航海条約の締結です。絡戦

以来蓮合国の占領治下にあっても’

我国は蓮合国の好意によって，事実

上講和に等しい貿易協定を多数の国

々と結んで，貿易を行っていますが

いよいよ認和が本式に緒ばれること

になりますと，通商の憲法というべ

き通商航海条約をあらためて結ばね
ばなりません。

もつとも，日本は戦争前に40数ケ

国と通商航海条約を総んでいました

から，講和が成立したら，戦前の通

りの条約を復活すると云えば，国に

よってはそのまま適用出来ることに

なりますが，日米通商航海条約はそ

うは行かない事構にあるようです＞

それは戦後，米国ほ，中国，イタリ
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と見られるものが80万トンあります

から，保有計画愛100万トンには，

あと20万トンを新造したらよい訳で

すが，80万トンのうちの72％が戦標

船と船齢25年を越えた老朽船なので

これを代替建造で陶汰しようという

のです。陶汰の方法としては，スク

ラップ｡アンド・ピルドを基本方法

として，新造と買雛を併用し，1年

度に3分の1ずつ代替をやろうとい

うのです。そしてこの場合のスクラ

ップ。アンド・ピルドは古船1トン

を新造1トンの割合で乗り替えよう

としています．

そして，これに要する養金癌内
航船主が弱体なので，市中銀行から

の融賛が困難と見て，開発銀行や政

府黄金からの融賛を主体とすること

にしているが，開発銀行の現蚕木で

ば，これに応ずる力がありません。

そこで開発銀行の拡充または，海事

金融金庫の開設を蕊く要望している

始末です。そしてこれ等の要望と同

時に船舶建造融養縮給損失補償法の

改正復活をも策しているようです。

だが海事金融金庫の開設は今のとこ

ろ種々 な困難があるので早急＠間に
合うとは思われませんから，結局は

開発銀行の拡充に頼る以外に途はな
さそうです。

このような海運の動向から，造船
界の目先は決して暗くはありません

ことに賠償の形態が沈船の無償引揚
とそめ修理が大量に期待されること

は，､ますます造船の好況を約束する
ものでありましょう。

ところが造船業は，葛こもここも
赤字が自漫のようです。それでいて

配当を復活し，灌配までやる会社が

あるというのですから，こうなると

赤字も自慢してよさそうです。だが

配当の復活や増配のもとが，社債の

葬集や増誘をあて込んだタコ配で，
俄却はほとんどやってないというの

〔39頁へつ蟹く〕

１
１

出帆しだ郵舶の貨物船永職丸は，戦

後始めてスエズ運河を通り抜け，西

独に向いました，また10月ユ日から

は週1回の割で,韓国への紋路が許

可されることになっています。．
/

韓国向け航路は，戦前は日本海蓮

の近海航路中，もっとも魅力のあっ

た航路ですが，週一往復では就航希

望者が多いと，なかなか番が当らぬ

ことになって魅力薄です。しかし兎

に角，日本海運の就航範囲は急速に

拡って行くので，それでなくても鯛

舶量に事欠く現状ですから，船腹不
足は，いよいよ経済自立の緊急課題
となって来ました。．そこで運輔省は

この事態に対処するため，先に立案
した海運3ケ年計画を，いよいよ実
行する腹を決め，関係官庁と折衝を
始めました。

この海運3ケ年計画というのは，

29年度を莞了の最絡年度として100
トン以上の鋼船400万トンを確保し

ようとするもので，そのうち分けは

外航船を300万トン，内航船は仰
万トンとなっています。

また計画実施の方法は，外航船の
方は見返賓金の融賓を受け，第7次
新造後期分の20万1､ンを，まず建造
する。この場合の契約船価は1トン
当り14万円，乗り出し費用は紹価の
7％と定め，総所要資金898億8800
万円のうち，見返賓金からその5割
ずなわち420億円を磁費し，市中銀
行か．ら残りの478億8千万円を融資
するというのですざ

この計画が実現しますと，外航船
の保有量は260万トンになりますか
ら，計画目標300万トンに対する不
足通45万トンは，新造と貿船の両方
を併用することになっています。そ
してこの場合の新造黄金は，開発銀
行の拡充等による政府黄金の融賓が
実現すれば，直に第9次船として立

案する予定になっているのです。

また内航船の方は，現在就航可能
／

‐一・一認・--一一

しかし，韓国の復興"供給する程

度で日本の経済がどれ程回復するで

しょうか。それは朝鮮動乱が起きた

時，日本の海運が駿行的な動乱景気

を見せたのと同様のものではないか

と見る向きが多く，日本では大した

期待を‘もっていないようですも
結局，日本経済と海運の復興とは

中共やソ職をも包含した経済規模の
上に立たねばならぬというのです。

ところが，講和会議の調印式で》日

本は自由主義諸国の側に加えられる

ことが明瞭になりました。すると中
〆

共とソ聯が我国とは非友好関係にな

ることは運命的だといえましょう。

そうなると，日本は中共市場に期待

がもてなくなります。その埋め合せ

は東南アジヤ地域との通商，航海だ

けにたよる訳ですが，それでよいの

でしょうか。

もっとも了通産省は講和後の自立

経済を樹てる方法として，鉄鋼の増

産を計画実施するこ芝になり，本年．

度の銑鉄生産350万トンを27年度は

450万トンに，28年度は528万トンに

するため，これに必要な鉄鉱石と粘

結参の輸入を，米国一本槍から東南
アジヤ地域に拡げ，本年度は米国か

ら180万トン，東南アジヤから240万

トン輸入し,明年度は米国から，250

万トン，東南アジヤ地域から300万

トンを輸入するというのです。

しかし，この程度で噂計画通り進
んでも，貿易最としては大した事は

有ません｡そこで一鰍どうなるのか，
誰しも迷わざるを得ないでしょう。

だが以上のような情勢の中にも，

日木海運は航路を刻々に拡大してい

ることは事実で，先月はニューヨー

ク航路が開発されたことは，私達の

記憶に新しいことですが，その後更

に，本月に這入って，東部パキスタ

ン定期航路が7日に,Qつづいて8日
↓こはインドネシア定期賊路の開設が

許可されましたし，19日に繊浜港を
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三海運造船の見透しと之に絡まる諸問題一

～

昭和26－27年度の

海運造船の見透しと之に絡まる諸問題
船舶金融と鐵鋼 信 格 引 下 げ

米田博

経済審議会報告書では昭和26年度平均を''4．1と推定し
1昭和26年日本經濟の足取り ていたのに対して昭和26年1月ﾕi2.8,2月113.0,3月ﾕ30.0

戦争の消費力程恐ろしいものはない｡世界の一隅朝鮮8，4月134.5,5月139.3,6月141.8,7月ﾕ43.4と異常な
半島で小さな戦争が行なわれていると云うことだげの為上昇ぶりを見せ，国鉄貨物職送量は自立経済計画では昭
に－勿論この戦争の意味するものは余りにも大きく全和26年度間'84百万遮月平均〔1'･･2百万感〕と見透して
世界を二大分した両者の争い画刻々 近づく導火線である．いたのに対し，昭和26年実績はj
が－＝世界経済は極めて強調を示し，日本に於いてもは’月11.7百万趣,2月11.3百万感,3月13.5百万砿
つぎりと現われて来ているのである。－4月12..8百万慰，5月13.6百万砿，6月13.4百万感

昨年7月朝鮮事変が始ったのであるから，米ソの対立7月'3.3百万趣，と之また能力面からでは了解出来な
は，十二分に考慮に入れて作製した筈の昭和26年’月．20いような溌這量を見せている。 為

:日附自立経済審議会報告雷､〔昭和26，27，28年度の見透主要経済議指数について昭和26年の足取り､を自立経済
‘し〕はその初年度に於いて大幅の見透し違いを是認せざ審議会報告と比駁して見ると第1表のようになり，如何に

ろを得ない立場となった。、予想外に経済規模が拡大されたかがのみ塾めるであろう。・

・例を鉱工業生産指数と国鉄貨物輸送鐙に取ると，自立

昭和26年・主 要 経 済 指 標
』
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百貨店売上高(全国百万円）
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2昭和26,27年度日本經濟の

見透Lと海運

昭和26年度，27年度日本経済の見透しは当然「この間

之等諸指数の向上は必然的に海運輸遂量の向上をまね

いており，新造船又は買船に依る船腹増がますます痛感

される所以でもある。以下日本経済の方向と海運の見透

し4こついてふれて見ようa

－35
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&こ朝鮮動乱がおさまっても米ソ間の対立は現在の儘であ

り世界の軍拡態勢はくずれない｣.と云う一大前提の上に

立つて作成されねばならぬ6

経済安定本部で見透した昭和26,27年度経済諸指標は
第2表のようで，年々と伸び行く姿を想定している。

第2表昭和26,27年度日本経済主要指標の見透し
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木経済指標を達成させるための貿易量は第3表に示す

ようであるがこのうち轆入貨物については，近海一区は

100％日本船で被取り，近海二，三区及び遠洋について

は各50％を日本船で穣取るものとすると，第4表に示す

ように昭和26,27年度に7次船後期を起工して之が昭和

第3表昭和26,27年度貿易量見透し〔単位千砿〕
＝

h

27年度総腹噌あらわれ，･昭和27年度前期計画船を起エし

ぇ之が昭和27年末に稼動してもなお貨物紹で昭和26年度

は月平均穆鋤船腹98万D/W(=65万G.T)昭和27年度
は45万，.WC=30万G.T)の不足となるのである。若

し運輸省の計画通り滅後期20万G.T,8次前期20万G.
T.8次後期20万G.T.を建造出来ないようなことにで

もなればこれは由々 しい問題である。即ち昭和25年度の

実綴に徴するに新造船はD/W当り年間約80弗の運鍾収

入があるのであって，之に対し外貨支出は，.W｡当り約

10弗に過ぎず，差引1D.W・約70弗の外鏡が獲得され又

は外国船への支払いが節約されるのであ･る。

若し，第7次船後期及び第8次舩前期合計40万G.T.

〔＝60万D.W・〕が増加しないときは昭和27年度後半に

於いて約70弗/D.W.X30万D.W.×'/2=10.5百万弗・

昭和28年度一ケ年に於いて約70弗×60万D.W.=42百

万弗もの彪大な外貨を獲得叉は節約し子こねること畠な
り，ドル不足に悩む現下の日本にとって非鴬に大きな問

I
■■bb－
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一海運造船の見透しと之に絡まる諸匿題一

貸出増加率69.4％に達し，後者が遥かに上廻っている。

従って巨額の黄金需要に応ずる為には現在は日銀の進加

信用にまたざるを得ずオーバーローンの傾向がますます．

濃厚となる〕

ー〔ロ〕市中銀行め船舶融黄額は既にアンバランスとな
っていること〔3月末に於いて，全国銀行の設備蓑金融

表総額1172億円中，ユ5.2％の177億円は海運関係で占め
られ，紡績業93億円，電気業63億円を遙かに引離して，
設備資金の業種別融資額中第ユ位を占めている〕

〔ハ〕償遥期限の点より見て要賓の二割以上の市中調

達は無理が伴うこと。蝿舶の場合償遁期限は竣ｴ後3
年程度が許し得る最長期であぢが，この横選期限を厳守
するためには融賓額の2割を市中諏逹によることが精々
である〕この理由で（ハ〕に結論したように総賓金の8．

割を見返黄金で出す必要を強調しているのであって海
運，造船界としては危駿に立ついるという他けない。

全国銀行協会連合会の主張する見返賓金8割説は従来

の例よりして無理であろうが，せめて見返蓑金を5割迄

は出さねば満足に船を造るこ・とは出来ぬであろう。．

〔2フ鉄鋼価格

統制撤廃後の鋼材価格ば第5表のように推移している。

第5表普通銅々材製鉄業者建値推移表

〔単位千円〕

題である。

3船舶建造計薑と之に絡まる

諸問題

第5次,第6次,同追加分,第7次の各造艦計画に於
いて現われた政府，金融界，海運界，造船界，鉄鋼界の

動きは常に殆んど同様であった。之に関しては先に筆者

が数ケ月前本誌を借りて詳細説明したのが7次後期につ

いても全く同様な現象が見られる。その〔ユ〕は対日援

助見返黄金の盤得及び一般市中銀行からの融養の俄題ご

あり，その〔2〕は鉄鋼価格の問題であって，日本の鉄

鋼価格が諸外国に比して非常に割高であるために船主は

競争力の弱い高船価船を建造せざるを得ず，且船価高は
融賓難を生み，見返賓金の比率にも及び，はては政府，

金融職関から運航採算を云々 されるもととなり，一方造
船会社は海運会社に船価をた掛かれる原因となり,･一定
の蚕金枠内では受註量が減少するもときなり輔出船kこ至

ってはいくら引合いがあっても鋼材価格高だけの故に受
注に至らない悲しみがあって，造船所の船台が次第に淋

しくなって来て新造船計画が問題となって来る毎にr鋼
材さえ安ければなあ」の声が海運造船界にみなぎるのは

無理もない。

之等は必然的に隅題として取り上げられる要因を含ん

でいるのであって，8月27日迩翰省に開かれた造船業合

理化審議会でも之等の厩題が中心議題として取上げられ

た。以下各項目に従って第七次後期の特殊性について検
討しよう。

（1）対日援助見返黄金及び一般市中金融の隣題

本問題は7月末，経済安定本部で昭和26,27年度日本
経済の見しを立てたときにスター1､した｡即ち昭和26,
27年度対日援助見返黄金運用計画がこの時始めて立案さ
れたのであってその後幾度にわたる部内での審議の後七
次後期20万G.T.八次40万G.T.建造は可能であるがそ
の為にはG.T､当り5万円しか見返黄金が出ず他はすべ

て自己鯛達しなければならぬという線に落着いた。
しかし8月27日附日本経済新聞は大蔵省当局が7次船

後期について全く考慮していない数字を伝え，更に9月
上旬の同紙は昭和26年中に500億円の日銀手持国俄を買
一上げる結果昭和27年度は電源開発を超重点的に行ない，
海運設備黄金は開発銀行に出費された少額により鯛達さ
れねばならぬことの可能性を伝えている。

一方全国銀行協会連合会で第7次後期建造に対して}”

〔イ〕市中銀行の貸出状況が窮屈化したこと〔現在迄
の市銀の造船黄金融賓承訟額廻5億円。全国銀行に於け
る昨年以降本年5月蓮の間の預金塔加謂56.6％に対して

1

、
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のである。之を国除価格と比咳して見るに第6表のよう

であり，完全に同じベースで比鞍されているか麓うかは

不明であるが，如何に日本錨材価格が高いかを知ること

が出来よう。しかも所謂寸法及び品質に対しする規格料

｜については日本は断然他を圧して多いことを考え合わせ

るとこの高価格の錐材を使用する諸産業が如何に価格低

下に努力しても到底満足な効果は得難いことが知られ

る。こ静で奇異に感じられるのは日本の鋼材価格には国・

内価格と翰出価格.との間にあまり大・皇な差違はないのに

諸外国のそれは実に低いということであり，之は諸外国

それぞれ何らかの方法に於いて国内鋼材価格低減方策を

取っており，以て鋼材を主原料とする諸産業の助長をは

ガ､っているに違いないということである。

勿論本問題は今に始まったことではなく絡戦後今日迄

′続いた問題であり，産業助長のためには補
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〔註〕〔ユ）八幡製鉄建値に依る。他製鉄所も略同じ。

〔2〕造船用材に適用芋る規格料及び寸法エキ
ストラは別に加算される。因みに5．6月稜

八幡製厚板に於ては規格料(AB,ロイド）

4000円，寸法エキストラは厚25m/mを越え

る場合は5m/m毎に1,000円，巾5吋を越

える場合はユ吋毎に1,000円，長さ20吋を

越える場合は10吋毎に300円である。

“〕建値は原則としてZ,.O.B需要者価格である

第6表各国鉄鋼価格比較表〔単位弗〕1951年7月

〆

給金操作による鉄鋼価格引下げもまたやむ

・を得ないとして，従来輸入談銑鉄を始め補

給金がつけられていたのであるが，現在で
はすべて之を撤廃している。

従来より，･鉄鋼業界としては鉄鋼価格高

・は鉄鋼生産過程の非合理性によるよりも原

料たる鉄鉱石高〔特に運賃高〕主燃動力た

る石淡高に原因すると主張して止まず，石

淡業界もまた迩賃高を主張してすべての価

の原因は遜黄高にしわ寄せ出来るとされて

格高おりリ海運界は造船船価及び修理費高
を主張するというぐるぐる廻りのいたちご

っこをやっているのであるが，最も根本的

な鉄鋼価格高の原因は諸外国と比陵して我

が国は原料たる鉄鋼石を実に道隔の地から

入手しなければならぬ事情にあり，しかも

その入手に当っては非常に商業上の困難を

感じているのが実備であるから，国内又は

ごく近隣に鉄鋼賓源を有する諸外国と価格

で争そうことはもともと無理な話であっ

て，一企業の合理化だけで解決出来る問題

ではないしかし，だからと云って造船,･車

輌工業を始め蒲重工業にこの高い磯の鉄鋼

を押しつけ，之等諸産業から輪出能力と従

って雇傭力を毒い，国内価格の悪徹環高を

助成するのは余りにも無策だといわざるを

得ない。即ち朝野をあげて鉄鋼補給金を主

張する所以であり，造船界のように特に鉄

鋼価格高の被害の多い産業では特定産業に

’
､

I

註(1)AISISREPORTbyProf.'E.Kodaira(鋼材倶楽部

")(No.83226-8－18)による。8月10日ブラッセ

ル発の賓料であり,Continentallron&SteeITrade

RepqrtNo.19(1951年7月31日〕に掲散されたもの

〔2〕各国それぞれ価格の基礎になる条件の詳かなもの,不詳

なものが色々あるが，之等にか＆わらず，すべて弗価

緒に換算して作成した表である。従って，規織料等の
考え方は本表でははつ貴りでない。

（3）日本鉄鋼価格は規格料を含めていない。

即ち僅か一カ年の間にc撤廃直前の殆んど2．5倍に迄達している
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一海運造船の見透しと之に絡まる諸問題一

ければならぬという事実である。、

我等は一刻も早く先に述べた二問題即ち韻舶金融問題

と鉄鋼価格引下げ問題を解決しなければならない。〔経

済安定本部総裁官房経済計画室）

第7表昭和31年度貿易量及び内航汽船輸送要請量

対する二重価格制迄も云々 するに至る理由であって之以
外に解決する方法が無いとなれば「補給金」絶対禁止の
今日でもなお為政者の一考すべき問題であろう。

4結言一船舶建造長期貝蓬し

日本経済の長期見壷しとしては経済復興五ケ年計画〔
昭和g4年5月〕と経済自立審議会報告〔昭和26年1月〕
とがあるが之等はいづれも第,章に述べたように昭和26
年1月より現在〔8月〕迄の異常な生産拡大を見透ずこ
とは出来なかった。筆者は前記二長期見透し報告書作成
に当った人々 の協力を得て，昭和31年度見透しを行った
が昭和31年度に於いて生活水準が昭和9～11年の98％に
なるものと仮定し〔国土綜合開発事務所昭和35年度生活
水準見透し105〔昭和26年8月より推定〕人口は90,603
千人〔人口問題研究所昭和26年3月推定〕となるものと
して第7表の貿易及び国内内航荷動き量を得た。之によ
り日'本船で貨物については総輸入量の50％と朝鮮，琉球

l向輸出鐙,石油については総輸入量の70％と朝鮮,琉球
への積取量とを穣唾るものとすると〔一般の輸出は職入
船腹Q藻航でカバー出来るものとする〕昭和瓢年度迄に
第8表に示すような船腹を確保する必要が生じ，この船
腹整備のためには同表に示すように年平均商船隊だけで
44万G.T.を建造する必要があることが結論される．過
日サ．ンフランシスコで講和調印が行なわれたが講和が意
味するものは対日援助等をあてにしないで一本立ちしな

I輪一般蝿謡・石
入

計，

輪 出

内航汽船輸送要請量I
24,915千噸

5，500

30，匁5

Ｌ
ｌ

6，600

25，754

と

第8表昭和31年度末迄に建造すべき船腹量

霊響2冨
和31年
均稼動

I(TEy)
へ

、

‐

〃

〆

。

ｗ
う

り
Ａ

千
く

’
1,909

472

1，084

3，899

630

1，170

〔註)665,000D.W.=443,000G.T.

一一、一一〉〉一

“4頁よりつ蕊く〕ですから,先力霊智られます。持ちこた患'他社のつぶれるのを待つよ･り仕方がありまぜ
この事態に気をもんだ運輸省は，28年度中に完成する第ん」というのが共通な考え方でこれでは折角の運猟･省勧告
8次後期新造船で外航船腹が260万トンに達すると'その後も意味がありまん。一体日本造船のがんは'コスト高です。
は般主の新造慾も減じる筈だから,海軍をもたぬ日本は造ぞれに全国銀行協会が第7次の後期分20万トンに対する市
船業の共倒れを入招くと見て，施設の縮少と近代化による経中融資は必要総額の2割以上は困難だという意見を発表し
営の合理化を,急速に行うよう,造船業界に勧告をしましたたことも'新造の前途を暗くするものであ､ります｡そこえも
合理化の方法は，現在の新造能力w万7千5百トン，入って来てさき頃トラック島で引揚げた第三図南丸〔19,209

渠修理能力，43，万トンのうち，新造能力を半分程度に縮トン〕は’引揚費用が9億円だから'今時これだけの船を新
少して40万,､ンにし，施設の面では，現在の船台212台を造したら25億円はかかるというので，引揚船に人気が集り，
造船所各自の立地条件に従って，適当に休止または廃止し各船会社とも競うように沈船引揚げの申鯖を出しました。
て，その跡へ溶接組立ェ場を建設するなり，クレンの狸大運輸省もこの沈船引揚には錠成でさし当り5千トン以上
化，岸壁の補修，進路拡張によりリストクレンの利用，目の外航に適する優秀船で，引揚げ可能のもの'6隻を引揚げ
勅熔接施設，技術の改良を断行して，半減した施設能力をることにし，日本サルベージ’岡田組，北川サルベージゞ
就伽能力によって維持出来るようにする。これにより従甘糟サルベージ，宮地サルベージの5社を推薦，総司令部
業員,1万3千4百人の整理を為すことよって，コストの低に要諭しました。こんな有様で，造船業界も何とかせばな
下を図り外匿船受注の途を開くというのです。そして運輸らぬ次第ですが，政府としては日本造船工業合理化のため
省はこの方針によって個々の会社当に具体的な合理化内示不用施設を賠償に振り向け船価の引下げを計るのがよいと

熟難舗嚇函鰯と鷆議噌燃鱒繼駕毒駕欝梁饗雲霞青
－ 3 9－－
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第七次新造船後期分船債推定
－

運 輸 省船舶局資料

も拘らず直接経蜜は各部合計の4.5％，一般管理

，費ば製造原価の4.7%；と-上次船前期の各う％に
比し相対的減少を示すものと見込む。

．（2）物債構貴

七次船前期見頑当時に比し物価上昇は著しく5月現在で

主要資材，購入品は別表1の如く平均20～40彩程値上り．

している。鋼材価格は，26－5－30の造船業合理化審議
会の鋼材対策懇談会で得た結論即ち七次前期分は厚板ベ

ース5万円/屯を基準として船殻用鋼材平均価格を慨猟し，

これがそのま豊後期分に対しても持越されるものとして

築出じた｡うZ賃金も約10％の上昇が見られる。
以上の結果合理化の推進にも拘らず物価値上りで七次

船前期に比べ17％の上昇を見込ざるを得ない。間原価の

内各斐目の樗成比は別表2の通りである。

第七次船後期分船価の推定に際してほ,=物価膳貴の影

響と企業の合理化の推進とを併せ考慮して算定した結果，
7,000G.T.,5,000H.P.の三島型ディーゼル船につき総

噸当りﾕ』万ユ千円となるものと思われる。以上の二点に

ついて推定の基礎を述べると，

（1）合理化推推

LA)溶接範園の擴犬により船殻鋼材量約100噸節約可

能と考えられる。

(B)ェ場の稼動増犬，溶接の拡大，工程の合理化によ
り所要エ数約5%,46,100時間減少を見込む

<C)一時間当り単位は給与ベースの上昇，電力資材経
菱の値上で増大が予想されるが，操業度向上，工

程及運搬施設の合理化’諸経費節約で1割近くの

〆値上りで止るものとし，エ数節減により一隻当り

工費間接菱の総額は5％以内と見込む。

<D)デイーゼル溌弱の製造も同型の連続生産と工作法

改善で，工数材料を極力圧縮し，材料値上でも全
体で17彩上昇程度に止める。

(E)直接經菱，一設管哩費の相対的減少，継続的操業

度の維持，同型船の増加等により物価の値上りに

第七次船後期大型貨物船建造船便推定〔下表〕

運輸省船舶局〔26－8－6〕

主要寸法ユ33.0×18.0×10.0M

G.T.7,000T,D.W、9,800Kt,

ディーゼル5,000HP.

速力満載定格’4.25節経済,3.5節・湯
船型三島型，船級外国船級，補機電動

一
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－七次船後期船価推定一
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別表く1〕主要資材並に外謹品平均債格准移表

｜材料名’ 七次前期当時’
42,000¥/T
180,000"

5，000〃
240，000〃
255，000〃

350¥/1bs
210,000¥/T

第::::：＃，
600¥/m

)19,750¥/T

１

ｓ

率
岬
曇
地
卵
岬
恥
恥
岬
岬
恥
岬
岬

蕃
審

【
月
５
０
０
０
０
３
０
０
０
８
３

１
７
，
寸
，
，
町
Ｊ
〃
Ｊ
，

６
３
０
６
０
０
０
０
０
０

－
５
９
０
３
－
６
０
５
３

１
３
３
３
６
２

。

４
。

％｜備
》
毛

美霊異謹藪資

塗料
銅

綿織物
銅索
クランクシャフト

材魚'HR他鍔1驚
銑鉄

蕊’
124
105

ユ20
ﾕ25
130

100
160

133

125’

穰

機関部の繊装，窪，煙路煙突も同様
の値上と考える
米掻，杉，掻の板材，角材合板の平
均をとる
白ペイント船底塗料ユ号，2号の平
均をとる－

‐

Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１

’
仕上品をとる
同士

鋳物用銑鉄2号6－7月建値

－

詮
③ユ9

揚錨機
揚貨機
操舵機
薬船機

発電機

独立補機類
無線装霞
ロ－ラン
レ－ダ一

’

機
械
類

￥
″
″
″
″
″
″
″
〃

DC75HP，M･

5T･DC50HP･M
DC15HP･M
DC55HP・M
3×DC225V×180KW.、
1×DC225V×40KW.

モーター類の値上と同様に見る

識入品含セッティング
同上一

3,800,000

1,800》000
4,200,000
1,900,000

25,130,000

30,000,000
9,000,000

ユ,500,000
6，000，000

。

￥
″
″
″
″
〃
″
″
〃

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｊ
Ｐ
３
Ｊ
，
ｊ
Ｊ
，
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
０
声
⑨
８
０
０
０
０
０

５
７
２
２
４
０
０
５
０

３
７
７
１
Ｊ
ｒ
Ｊ
３
，

４
２
５
２
１
６
０
１
７

３
３
１

０
０
０
０

２
５
ワ
ー
２

１
１
１
１

125

120

ユ11

100

116１
１
１

｜

轡

別表（2）七次船後期船匿構成要素の値上率推定表

七次船前期％ 値 上

124
117

125

120
ユ21

．104
107
117

一

率

咳

|
’ ’

■

■

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

１

日

８

■

０

■

■

Ｉ

■

■

且

■

ｐ

■

■

■

■

■

■

口

■

■

日

日

Ｂ

■

■

■

■

Ｂ

Ｉ

８

■

■

日

Ⅱ

８

１

日

日

日

且

日

日

０

口

■

■

日

日

日

日

日

日

Ｐ

七次後期％

ヘ
ノ
ー
ヘ
ノ
ヘ
ノ
、
ノ
ヘ
ノ
ｊ
Ｊ

４
９
２
７
５
８
》
ａ
Ｏ

ｅ
ｐ
Ｃ
●
●
■
■
ｑ

９
４
８
４
８
５
８
０

１
１
１
１
１
０１

Ｃ
く
イ
ン
Ｌ
《
ｋ
〆
Ｌ
く
〆
Ｌ

Ｆ
‐
５
３
２
８
５
０
０

■
■
６
①
●
ｐ
●
■

２
７
１
７
９
８
０
７

２
１
２
１
１
１
１１

鋼 材
主一磯
船休部材料
機関部材料
電気部材料

茜霧驚鍵凹鯉琴謹篝総船

４
０
１
４
０
８
３
０

◇
●
ｒ
●
●
■
■
●
●
■

８
５
７
４
８
７
９
０

１
１
１
１
１
０１ 印

‐●

、

’
七次前期総船価見積ユ14,000¥/G.T.114,000×117=134,000¥/G.Th
利盆5％134,000×1.05=141,000¥/G.T.･(利益加算〕

一）〉〉一〈一グー 凸一ミロゴュ〉） へ ～
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〔42頁よりつぎく〕簡便公正に行われて，容易に入手で
は大変便利となり，また粗悪品を買き，少商品のランニングストックで
うことがなくなり消黄は一段と合理十分取引が出来る結果，賓金の有効
的にまた有盆となるわけでありま使用が~Gきることになります。この

す。そしてこの制度力戦会全般に広ように，表示制度が普及実施されま
く徹底して，使用消費者が皆(J1すと，工業標準化の効果が大きな利
S,マーク商品を使用しますと，生盆を社会各方面にもたらすわけであ
産者は(JIS,商品を多燈に常時ります。
生産することとなり，工場現場では現在表示制度を実施中の商品は，
同一種類の製品を大量に流れ作業で原材料，日用品等140品目E'7月末
生産し得ることになるので，エ員は現在うで，政府が許可した表示許可
作業に熟練して能率よく生産が行わエ場は全国で732エ場あります。
れ量産化ができ，叉賓材購入が容易．国民待望の講和条約も，先月調印
となるので，そのランニングストッも絡り，我が国は今後国際社会に独
クは少<なり，叉良質な製品が歩溜立平和国家として再出発し，経済上
りよく生産される結果，原価の低下しごおいては独立国として国際社会トコ
が可能となって企業による産業合理位し，コンマーシヤルベースを基調
化を促進することが出来るのでありとする国際経済場裡に，輸出振興を
ます°また販売者としては，取引が遂げまして，我が国戦後経済の再建

－41－

をしてゆかねばならぬわけでありま

すが，この重要な一大転換期に当り

我が国経済の再建掴重要な役割をも

つ，工業標準化事業の発展について

は，関係方面から深い関心が持たれ
大きな期待が寄せられているわけで

あります。従って，われわれ工業標

準化事業の運営にあたるものは，海
外のェ業標準化撰関と備報交換を充

分にして，日本産業の実体に即した

エ業標準化事業の発展をはかること
に努めて居りますが，永年産業界に

あって企業に，科学技術の研究に，

また直接生産面に従事されている各
位は勿論，使用消費者である国民各
位におかれても，本制度に深い御理
解を頂きまして，これが運営に関し

格別の御協力を賜りますようお願い
いたします。

句

q一
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一船の科学一

｜
の制定，品質管理，表示制度の三制

巳

／

度を主軸としに構成づけられた，戦準化事業について
後における画期的な新技術立法で，

〆

現在の日本工業規格CJIS)はす工業技術庁標準部
べてこの法律にもとづいて，日本エ、

ンドｾﾒﾝﾄの試駿方法を明治獄8年一業標準調査会の極めて民主的な組織
に制定して，以来，第一次大戦後まと手続と1ｺよって，制定されるので
で規格統一の実施の胎動期にあったありまして，日本工業標準調査会も
のですが，大正8年内外の猜勢に対標準会議のほか磯樗的にも人的にも
応,しで，政府は，度量衡及び工業品すべて充分整備を遂げ’現在，エ業
規格統一調査会を設け，「工業品の標準化事業の進展には各方面から夫
規格統一」につき調査研究せしめるに期待されている次第であります。
にいたったのであります。同調査会なお，この法律により我が国のエ

は審議の結果，工業品の規格の調査．、業標準化事業には，新しく表示制度
審議ぱ範囲が広いから,別に恒久的が行われることになったのでありま
な調査駿関を設けて行うべきである，すが，この制度は政府の指定した商
と答申したので，政府は，大正,0年品につき，それが規格品に該当した
4月工業品規格統一調査会官制を公品質を持つことを表わした(JIS)
布し，工業品規格統一中央機関としマークを，許可エ場に使用させる一
て工業品規格統一調査会を設置し，種の証票制度でありまして,この制
国家規格の制定を行うこと↓gしたの度は英国で古くから葵施されて，そ

であります。以来終戦まで，このエの後英職邦内の諸国において広く発

業品規格統一調査会の浩動により，展普及した制度でありますが'わが
日本標準規格〔旧JES)は製品}。国では消費者保護と，産業界にエ業
五換性をもたせて使用上の利便を増標準化を促進する目的のもとに'経
すと共に，大局的には品質優良の品戦後あらたに実施されることになつ
物を能率よく製造し得るよう，工業た制度であります。政府が表示許可
の技術水準を引上げることを目的との申請者侭対して許可を与えるため
して制定され，わが国近代工業の発には，別に定める審査要領に従い’

展に大き噸与をしてきたのであり申請ｴ場の製造設備，検査設備'検査
ます。昭和20年8月耀戦と共に，日方法，品質管理方法，その他品質保

本標準規格の制定も一応経止符をう持に必要な技術的条件途審査して’

つこととなり，2，年2月22日新Iコエその審査の結果生産現場において品

業標準調査会官制を公布して，工業質管理が充分行われていて，許可後

標準調査会を設置し，従来の制定規一定期間継続して，日本工業規格に

格も再検討すると共に，あらたな理定めた品質水準の製品を，確実に生
想と希望をおり込んで新しい時代に産し得ると認められるェ場に限り，

即応した規格をつくることとなり，許可をいたします。許可をうげたェ

絡戦後の国内事情，即ち平和産業を場は政府の定めた一定の表示方法に

目標として，日本規格(JIS)18従って，その製品に(JISフマー

54規格を制定し大いにその業統を拳．クをつけて市販にi出すわけでありま

げてきたのであります。更に昭和24すが，この刷度によりますと，使

年7月には諸般の要誌に応えて，御用消費者は誰でも容易に，日本エ

承知の工業標準ｲﾋ法が施行され，こ業規格に定めた良質な商品を買う
こにわが工業標準化法は，エ業標準こと力;出来て消菱生活〔41頁へ〕

－42－

の 日本の工業標準化事業について

１
１ 〆

大正10年にエ業標準化事業がとり

あげられ，エ業品規格統一調査会の．

第1回総会が開催されてから，本年

10月で丁度満30年になります。

申すまでもなくエ業標準化のねら
いとするところは，鉱工業品の品質

の向上と確保，生産能率の向上と生

産黄の低下，使用消喪の合理化と取‘
引の単純公正化を行い，社会公共の

福祉増進をはかることで，現代工業

に企業合理化を，技術の面から一段

と推進し，わ力瘤経済の再建をはか

る上に，重要な役割をもつ事柄でも

あります。叉工業標準化事業は，近

代エ讓の発展のためには不可欠で，

且本質的に必要な条件でもあります

が，欧米のエ業先進国では，産業草
〆

命後大工業が漸く発展し始めた頃，

相前後してこれが事謡尽講手し，殊

に英国の如きは，既にﾕ901年規格制

定の中央機関と.してBSIを設置し

各国に先がけ最も早くとりあげたの

であります。次いでドイツ，イタリ

ヤ，フランス等更に1918年は米国も

現在のASAを設置して，国家規格

の制定に着手した次第であります。
その後，ェ業標準化の必要性と重要

性は第一次世界大戦の経験に刺戟さ

れて，世界各国共みとめるところと

なり，その実施促進がはかられ，又

諭にこれが，事業の着手する国々が
増加しました。

癖って，わが国の工業標準化事業

は，官庁方面Iさおける物品瞬入規格
並に購入物品に関する品質試験方法

について，規格を制定するという形

において，元陸軍が明治35年に綴釘

の規格を，36年に大ねじ，洋釘，ポ

ールトを，海軍が明治36年に造船材

料試験規格を，農商務省がポル1､ラ

鐙

I
。

、

、

一＝ 一一L 一一ｮ
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一講和と自衛と船一

かし柊戦後6年，戦争放棄と陸海空

軍を置かないことに定めた日本の憲

法は，最早軍閥関係に対し完全に止
めを刺したであろうし，極端なる軍
国主義者は追放が永久に綾くであろ
うから，日米安全保障条約のもとア

メリカの援助を得て，適当な速度の

再軍備がなされることには，何処に
も異論がなくなるのではないかと思

う。そうなってくれば占領管理中は

許されなかった兵器の生産が再び始
まるだろうという事も，外電の伝え

る.ところを徴すれば当然予想しても

よいであろう。そうなればここに造

飴業,溌械工業,石油精製工業，軽金
属工業，航室工業などの軍需を担当
する産業が一段と動き出すこととな
るのは問違あるまい。

さて自術上必要な雛舶の問題であ
るが，日本が独立国として平戦時を
問わず立派に生きて行くためには’

日本は多畳の船舶を保有しなければ
ならない。米国でも英国でもその海
運界は，日本の海諏界が塵感になる
ことに反対をしているものの，ワシ

ントンの海運当局は既に今年の始め
日本がその輸出入貿易をまかなうた
めには，年間2千万噸の船腹すなわ

ち約500万噸の船舶が必要であるこ
とを語っていた。これは日本の自衛

力睦謹化する上に極めて大切な量で
あるとともに質もよくなくてはなら

ない。何故ならばこれらの船がいざ

という時，日本の四囲を取り巻くで

あろう潜水艦の看威を少でも脱がれ

ようとするならば，すべて航海速力

'8ノット以上の優秀船でなければな

らないからである。自給自足の出来

ない日本としては，食溌を始め誌原

材料を国外に仰がなければならな

い。しかも輸送はすべて船舶にたよ

らざるを得ないが，戦が始まったと

したらこの輸送を外国船に依存しな

いことは到底出来ないから，全部を

自国船で運ばなければならなくなる

IlHⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅢM1ⅡⅡⅡⅢlⅢ,ⅢⅡⅡⅡⅢⅡ11ⅢIⅢMiⅢⅢⅢⅡⅢIⅢⅢⅢⅡ ような時には全くの無抵抗の方がよ

いという。しかしてこれもおかしな

話である。自らを真剣にまもる処に
日米安全保障条約が完全に履行され

るし，国連憲章の条項も護られるの
ではないかと思う。北鮮軍の38度線

突破後の国連軍の動きはよく這般の
事構を証していると思う。日本が軍
国主義化することを最も畏れている
オーストラリアのスベン堂一外相で

さえ日本の自衛軍を認めているので

はないか。自衞のないところに自主

性はないといえよう・・

再軍備でうくきな問題となるのは現
在の国民経済でその負担が出来るか
どうかという事である。外国新聞記

者の報ずる処によれば，ワシントン

では自衞軍として陸軍20ケ師20万，

海軍1頭噸〔2乃至300隻の小型軍
艦）の係方を認めているというし，
防術上必要とする戦術的航室溌の保
有さえ認めているということであ
る。かりに斯くの如き軍備をします

としたら其の費用は蓋し莫大なもの
である。15万噸の軍艦のみの建造だ

けを単に考えて見ても，軍艦の種類
によって差はあるもの，少なくとも

2，100億円からの費用が必要であろ

う。現状でさえ高税に国民は悩んで
いるのであるからそんな負担には到

底堪えられないてあろう。若し無理

な負担を国民にかけないで自術軍を

つくろうとするならば，綣戦処理費

程度の1,000億円位を年々 支払うこ
と位しか出来ないであろうから，そ
れでは早急に埒はあかない。

処で対日講和を推進した米国の真

の意図が明らかに自由諸国防衞の一

環として日本を固めんとする､ことに
ある以上，ある点迄の自術軍創造に

大幅の援助があることを期待しても

よいではないか。勿論花々しいやり

方は，日本が再び軍国主義化するこ
とを畏れている国々を刺戟する恐れ

があるから採らない処であろう。し

－43 －
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浪人の癌言

講話と自衞と船
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占領下にあっては不自由ながらも

何処かに気安さがある。講和条約が

成規の批准を柊え発効するとなると

いよいよ独立国として風波の荒い世

界に再出発することとなるが，そう

なれば先寺自衞の問題が最大関心事

の一つでなければならないと思う。

もっとも日米安全保障条約により，

過渡期には米軍の駐留という形式の

もとに一応自衞体制をとる訳ではあ

るけれども,そんな事は何時までも

続けられるものではない。自主性の

回復と自術とは切り離すべからざる

ものである。従って荷も独立国日本

としては自術力狸化の方鑛が苦しい
財政の中からも次第に具体化される
こととなるであろう。

論者の中には自衞目的のための再

軍備にも絶対に反対している向きが

ある。しかしこういう論者ば朝鮮に

起きた動乱やその惨状を眼のあたり

見聞きしていて，それでもこの雛日

本が安閑としていてよいと考えてい

るのだろうか。或は日本にはそケい

った危険は絶対ふりかかって来ない

とでも確信しているのだろうか。戦

争の悲惨なことにはもはや懲り懲り

で二度と再び戦争のことなどは考え

たくないが自衞は別問題だと思う。

軍備なくして自衛の出来る方法があ

れば誠に結構なこと壱はあるが，果

してそれでうまく目的を達し得るか

どうか極めて疑わしし婦。ある論者は

僅かばかりの軍備をしたとして，ど

うせ今後の戦争に対してはどうにも

仕ようがないのだから，授略される

、

〃
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、

~



ー一 一 一一J■■ ■ 一一ー
－

’

タ

串

一船の科学一

処で第7亥紹にしても賓金関係は

思うに任せずシ高船価のため建造噸

数が減るかも知れないというし，銀

行は融賓に関し既に香をあげていて

見返黄金の率を多くして呉れと言っ

ている。蔚総価の原因中には原材料
の高価がとりあげられている。原材

料の高価な理由の中には自国船の下
走がとり上げられている。こんな鼬

ごっこの循環は何処かで之れを破ら

なければ，何時までたっても蝿は付

くまい。講話条約が発効すれば見返

賓金は無くなるであろう。自己賓金

を船主も造船所も持たない今日,何
か別の新らしい手が打たれなくては

造船は浮いて仕舞うし船腹は増して

行かない。自衞力彊化のため船の建

造に力を入れなくてはならぬことを

百も承知の政府にば，直接の軍備で

はなくともこれを捌くに自由国家の

一員としての妙手があるに違いない
と思う。

日本の工業力に制限を加えるよう

な条項は講和条約にこそないが，英

国の主張によって造船能力を約50万

総噸程度に自発的に縮少することに

了解されているとは既に一，二新聞
にも顕われたことであるし，またそ

のようなことを別に耳にもしたので

ある。これが真偽の程は知らないけ

れど，浪人は常々 日本の造船所の過

多なことを論じその企業整備を唱え毎

ているので，寧ろこの造船所スクラ

ップの問題力漣かに実現することを

望んでいるのである。造船能力の縮

少ということは船腹の増頚と一見矛

盾する．ようにも見えるけれども，残

される造船所は施設陣容組合の三者

が能率的によい処のみである限り，

日本の実力を綜合的に観れば，50万

総噸の能力がフルに活動する程度を

以て分権応とすべきではないかと思

う。造船所のスクラップが実施され

るとして最も馨戒すべきは，純理を

無覗するところの政治的錐動や金融

－4 4－

であろう。従ってこの船腹鐙は自衛

上なるべく早い昨諺咀に保有して置く

べきではないか。たしかに問題はそ
｡、

の建造費金にある｡．

この船腹量は戦が起きないとして

も早期に持ちたい数である。現在高

すぎる外国船の海上運震支払を少し

でも減らすためには自国船の保有量

を増すことが極めて大切だからであ

る。少し古いデータだが，強粘結炭

は輸入価格32ドルのうち2α5ドル，

鉄鉱石は25ドルの.うち19ドル，マン

ガン鉱は52ドルのうち18ドル，燐鉱

石は25ドルのうち17ドル，壇は22ド

ルのうち19ドル，原油は4ドルのう

ち2．3ドルなどと何れも輸入価格の

約6～7割が海上運賃で占められて

いる。日本の諸物価が著しく国際標

準を上廻わっている現象の原因は種

的専俄である。ややもすれば国の將

来を誤まる萠芽が其処に生ずる恐れ
曇

があるからである。

再軍備の問題は或は憲法の改正も

必要になって来るであろうし，外電

の伝える処は兎も角，政府としては

未だ少しも公にしていないことであ

､る。況んや海軍が再び出来るかどう

かという事に至っては少しも判らな

いのであるから，軍艦のことなどを

喋くるのは少しお先き走りに過ぎる

かも知れない。しかし浪人の眼には

何となくそういった雲行きの方に向

いているように見えるので，気の付

く健に少し許り寝言を並べたい。

自衛上もし海軍が置かれるとする

と，その任務は平時の領海警備と，

戦時起きるかも知れない敵の上陸作

戦及び通商破壊戦に対抗することで

あろう。従ってその目的に用うる軍
凸〃

艦の種類は大凡定まると思う。最早

大型の軍艦や航続力のむやみに大き

なものは要らない。領海遠く離れた

海域に於ける通商破壌に備えるのに

は，日米安全保障条約に基きアメリ

カ海軍に頼るべきであろう。日本に

なお＝沫の疑を押え切れない諸国に

対して脅威となりそうなものは此の

一際保有すべきでないこと,鎧言をま
たない。今後日本が集団安全保障条

約国の仲間入りをしたとて，いざと

いう場合他国を援助する方法『よいく

らも別にあるのであるから，戦争放

棄の日本としては何も領海水域を術

もる以上に出づる必要はないであろ

う。そんなこんなを考えると日本が

保有すべき軍艦は軽巡型海防鱈，モ，

ニターの類,駆謬鰹,駆潜艇,敷設艇，

掃海艇などでよいのではないかと思

う。40ノットから出る小型のヂーゼ

ル機関附高避魚雷艇を多く保有する
ことは，上陸作戦を防ぐに大いに役

立つであろうし，それに小型の潜水

艦を適当数もてば極めて有利な防衛

戦が可能なことだろう。しかも若し

１
１
１
１

１
１
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々あるけれども，輸入せざるを得な

い原材料の高価なことも大きな原因

であって，日本経済再建上の一大障

害となっている。この海上迩賃の高

騰は，中共の日本への輪出禁止に伴
って避距離からの織入を余儀なくさ

れたこと，世界的船腹活動の活溌化

極東水域の不安増大などの蒲原因が

加わった結果ではあるが，若し自国

船のみで之等の物賓を運ぶなら著し

く運賃を班減させ得て経済界に寄与

すること極めて大である。

何はともあれ自衞自活上船腹の増

狸は刻下の急務と思えるが，一体造
緋問題はどうなっているのだろう

か。造船所にアイドルが出て来てい

るのに，第7次船後期分約20万総噸

の建造計画が漸やく弧上に載って来
るようでは柳か心もとない。問題は

種々 とあったろう。しかし如何に溌
和条約認印前だったとしても，船腹
を増すことに対し余りに他の思惑を
気にし過ぎはしなかったろうか。自
由諦匡防樋の一環となるためにもつ
と積極的に出てよかったのではなか
ろうか。
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純粋の技術者起用の途を誤まったと

ころがあつ.たのかも知れない。幸に

各科各専門の有能な佐官級以下の人
々の追放が解除されているのである

から，之等のうち民主的の適当な人
達を復活せしめて適所に用いれば，

何事によらず直ちに役立つことと思

う。

軍艦の建造は概ね民間の造船所に

委すべきであろう。砲煩水雷なども

すべて従来経験の深かった民間製作

所を利用すべきで，海軍自体のエ廠

や兵器廠をもつことは遜くべきであ

ろう。もし,民間兵篇製作所だった

処に外菅が導入されて兵器の製作が

再開されれば，自由諸国家から日本

を見る眼がそのためやわらぐであろ

う。海軍としては旧大澤程度の．修理

エ場をもてば事足りると思う。技術

者工員の技術維持にはここで駆潜艇

位を時々新造すればよい。基地とし

ても大湊程度のものを2ケ所位もて

ば充分なのではないかと思う。なお

大学や学会ななどの有識者の知識を

吸収することに害であってはならな

いものの，艦船兵器の技術者を専門

的に育てるためにそれ等の綜合技術
研究所だけは，規模は小さくてもよ

いから是非欲しいものと思う。

技術というものは10年も打ち棄て

て置くともとの黙阿弥となって仕舞

うものである。それは10年もたつと

､あらゆる方面の老巧な経験者が居な

くなって仕舞うからである。1922年

ワジン､トンわ軍縮会議で底代艦建造
の期日を定め10年間主力艦の毒豊中

止を約したのであったが，この中止

期間中主力纒改装などを行って主力

艦建造技術が地に塗ちないよう維持

に努めては居たけれども，条約の期

限が来ていざ犬和，武蔵の建造にと

りかかって見・ると‘新奇なものにぶ

つかるような多大の苦しみを嘗めた
や、

経験がある｡経戦後6年,軍艦のこと

などは忘れてしまっているのではな

いかとも思う。軍艦と商船とではそ

の目的が全く違うだけに建造に当っ

ても大きな相適がある。日本の軍鱈

建造技術は諸先輩の努力によって世

界に冠たるものがあった。もし海軍

が再び出来るのなら早くその準備に．

とりかかり，この伝統をつぐ人達を

復活せしめて民間の技術が全く地に

塗ちなし､中に軍艦建造を始めたいも．

のだと思う。そうして出来れば日本

が東洋の軍需工場となることが望ま

しい。

それにしてもこの為めには巨額の

餐用のかかることではあるし，それ

にどんな形式で解決されるか判らな・

い賠俄問題があり，且つ外償処理な

どにも大きな金額が日本としては要

るのであるから，軍艦建造及びこれ

に伴う兵器製作の如きに対しては米

国国防省の共同防衛援助計画によっ
ても大幅な軍事援助が欲しいものだ

と思う。いづれにしても海軍が再建

されるのなら：それ迄の間折角今迄

持っている技術を，何とかしてつな

ぐ工夫を是非やっておいて貰いたい

ものだ。

電の伝うるが如く15万噸の軍艦保有

が可能ならば，この量でこれらの種

類の艦を充分にもち得られることと

なるであろう。

さていよいよ海軍が置かれること

となれば，先づ必要なものは作戦部

門を担当すべき軍令部的のものであ

ろう。ここは政府の定めた根木方針

にのっとり，与えられた想定のもと

制限の泊とに，艦の使用者側として

艫種ごとの実質的な性能及び数量を

きめて，技術部門の艫政系に辿わす

べきであろう。仮装敵国の出ように

対すそ応戦の形式が定まってから，

纒種性能のきまることは勿論のこと

である。艦政系としてはイギリス流

に技術官を文官とし造艦局に置いて

所要軍艦の談計計画を司らしめ，こ

れに機関，砲煩，水雷，電気兵装関

係部門を附すればよいと思う。

この軍令系と健政系とは劃然と区

別し，技術は全部技術屋に任かすべ

きである｡旧海軍時代の如く兵科,磯
関科の使用者側が中途半端の形でむ
やみに艦政系に入り込むことは結局

技術を茶毒するものであって，技術
の真の発達は期せられない。旧海軍

の技術が全休として必ずしも水準を
抜けきって居らない処のあったこと

は，技術者に技術を任せきらなかっ

た処に生じた欠陥のあらわれだと思

う。海上保安庁伍船はやや軍艦に似
たところのあるものであるが，この

計画建造に当っては所謂玄人の説が
容れられず，素人がいぢり廻わした

という誇も艇々耳にする。ここにも
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船舶嶌眞集（ﾕ95'年版〕
定価150円〔送料35円〕

A5版美麗装頓上質アート紙140頁

事務所移鱒お知らせ
来る.11月1日より下記の新事務所に移転致しま

すからお知らせ致します。〔10月1日移転予定は訂
正します〕。

獄事務所東京都港区肺布笄町七九番地
筒振替は従来通り東京70438番です。電話は新
設まで従来の協会分室〔麻布霞町19〕赤坂.(48〕
4701番で連絡出来ます。

’
1

船 舶 電 氣 ~ 装 備
A5版400頁定価450円〔送料35円〕

石川島造船電気課長三枝守英著

－45－
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米國における船舶修理コストに關するデータ
0

（一）一般工事,船殼,艤装関係

中 山 和 也〃

本稿は留学生としてアメリカで造船学事攻中の中山和也氏から寄せられたもので，造艦の寅際面

にたづさわる人々にとっては大変有益な菱料と思います。〔編集部〕

これは米国西部の某一流民間造錯所における船舶修理

コストに関するデーターで，大部分はリパテイー船の修

理に関するものである。一般経費等は勿論ワバテイー船
以外にも適用される。機械分解修理等は斜酌の上，他の

船にも適用し得よう。材料菱はｴ948年のものを基準とし
てある。現在はこれより10％内外上っている。平均労務

賃銀はユ時間1.70弗として大差はなかろう｡なお,戦前戦

後を通じて材料費,労賃の変遷を示すと次の通りである。

材料藍と労賃の変遷〔1940～1949）

あけて掃除の上，水密検査。

材：20弗，勢：約120人時
ピルヂ・キール

タンク一ケ所をあけてガス検査。

＝材：5弗，勢：ユ5人時

長さ5眼ため直し。材：5弗，勢：25人時
〃10沢〃材：10弗，勢：40人時
〃15沢〃 材：15弗，勢：50人時
50沢切取,ため直しの上再取付,タンク2鮠に海水補旗

材：20弗，勢：140人時

ピルヂキールは10吋×3'/劃吋×24.8ポンドのB.A."'

らきりとったセレーテツドoバルブ・プレート。

ピルヂ・ウエル

権査のためあけて掃除，源過器にワイヤーブラシをか

け再取付6材：5弗,勢：75人時
以_ビめほかウエル内にワイヤープラシをかけ防錆セメ

ント(RedLead)1回塗。／
材：’5弗,勢：’45匁序

ガス切坂

通常状態の総とし，全姿勢の平均コスト。100眼あた
り人時

’

！
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｜隼’零謡鰄湾繼’ I
造船労務賃銀
〔弗7時間）
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1．－般工事

入梁料出入梁日は12仙/G､.T.

滞梁日は10仙/G､T.

曳錦料自航しうる船は片航につき11/8仙/G.T.

自航し得ない船は〃2仙/G.T.

繋船もやい綱操作27人時

DockTrial用補強もやい綱25～30人時

消火栓消火船を造船所のパイプ接続3入時、
GaSFreeCertincate化学検査の上有害ガスなしの証

明霧発行穆鋤船80人時，非湧鋤艘60人時。

2船殻工事
アフターピーク

ABS受検のためあけて掃除，ガスケット交換の上し
める。材：10弗勢：70人時‘

ていねい

雑

機械

3．9

3．1

1．8

９
筥
狩
』
ウ
ロ

●
ｐ
●

Ｑ
Ｕ
〔
○
。
』

骨

鋲皿切取径3/4吋長11/4吋・100本につき1.6人時

径1吋長13/4吋〃ユ．85人時

開先取り

バット溶接用シングルV開先取り〔もとの溶接の切取

も含む〕
－－

上向き。|又下向きはたて

’
L主

'0.2ﾝド板''00沢につき錨人時’ 3.6人時’

〃

－

'0.7人時’6.5人時15.3〃

ダブルV開先取り。コストは両側に付。
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一米国における船舶修理コストに関するデーター〆

’

夕

100沢当り人時100ポンド当り9.5人時〔船殻工事のみ〕

1板厚〔ボﾝド〕｜”41蕊513“'3風ケ|40E 船殻一フオアピーク損傷

フオアピーク圧縮さる・(Airescapeはつまってい

た)CollisionBhd.,､チェーンロッカーのBhd．及び

タンク頂変形。外板はOK｡90%溶接樗造。2000ボン

’

68.0｡上 向28．542．752．085．5

．下向又はたて21.4.29.039.249.060.5
一｡－

修繕箇所の隅肉溶接ハツリ取り，コストは片側に付。ド取換。材：6仙/ポンド，勢：100ポンド当り7人
同じく100眼当り人時。 事。11,580ポンド砿外し，工場にて形直しの上再取付

|！雫浮｜Ⅲ/‘|‘/．!』ん!γ‘|･ﾉ4'778:l.'材:ﾕ仙ﾉボｼド,S:100ボﾝド当り4.2人時

I:!:::"::W繊霞し100鱗’…人ゞ上向ユョ…'3,
下向叉はたて．'0ｺ2.5,20．

現場エ事用取外し頭換等材：25錨,.勢：90時人
・ コツフアダム雑 工事〔鎖の整頓，チェーンロッカー内セメント塗，

Fr.107-108コツフアダムをあけ掃除の上しめる。ペンキ，水密テスト等〕材:135弗，勢:190人時
・村：10弗勢：45人時一 船殻一底掴坐損傷

デイーブ・タンク水密テスト 全溶接船，150,000ポンドの鋼材取換〔船底外板の18

Nol,No2両舷ディープタンクをあけ検査のため掃除貨 ％，内側材の15％)，船底外板の38%は現場直し，・

轆離ガスケット(特殊ゴム〕交換の上しめる｡海水にて 単価〔材：ポンド当り，勢：100ポンド当り〕・

水密テスト。海水除去。材:200弗,":200人時 外板取換：材：5仙，勢：6．25人時

フオアービーク 内側材取換：材：6仙，勢：6.52人時

あけて検査のための掃除，清水を充しテスト。 内側材取外し，形直し再取付
材：20弗，勢：150人時 材：6仙，勢：5.47人時

あけて掃除のみの場合材：20弗,勢：55人時一外板現場形直し：材_：26仙/平方沢,勢：100平
参1二 重 底 タ ンク・方眼当り5.47人時

水密検査，ディープタンクを所要により開閉し，夕.ン 内側材現場形直し：材：16仙/平方沢勢：100

ク頂板を掃除。材:20弗，勢､:_135人時 平方沢当り30.6入時、
＃2二重底タンク キールブロック及支住：材：鋼材100ポンド当り

あけて掃除の上清水にてテスト。 29.3仙，勢：鋼材1000ポンド当り2.28人時。

材：、30弗，勢：’30人時バイピング：材：タンク当り，4.30弗，勢：’
普通程度の修繕の平均鋲打コスト。アクセシピリテイ タンク当り32.2人時。タングテスト：材：タンク

も中程度となす。 当り3.50弗，勢：1タンク当り52.4人時

材：100本に付6弗,":100本に付7.35人時船殻一底捌坐損傷
錆碆し(Scali'ig)全溌接船，鋼材440,000ポンド取換え〔船底外板の52

Zincchromate(クロム醗亜鉛〕一回塗，足場かけ， ％を含む）船底外板の7％はエ場直し，22％は現場直

クレーxサービスを含んだ総額し。内側材の50％形直し叉は取換。

最近100平方沢につき6人時単価〔材：ポンド当り、勢：ボンド当り〕

最高〃〃10. 5人時外板取換：材：5仙，勢：渇.94人時

平均〃〃7.7人時内側材販換：材:･6仙，勢：6.42人時

足場かけ外 板取外し形直し再取付

ユセクシヨン〔幅2boards,長さ1boards)の平均 材：2.5仙，勢：5.57人時

コスト,1board=12～15沢勢:11.､5人幟外板現場直し：材:29仙/平方沢,":100平方吸

船 殻一船首部損傷当り52,1人畷

船首材直後の外板2枚取換。肋骨4本取換，4本現場内側材現場直し：材：32仙/平方沢，勢：’00平方
直し。フォアビーク頂板及び第二甲板の緑を切取り取沢当り40.6人時

換｡修繕又は取換えた鍋材の総重量6.750ポンド｡材：キールブロック及支柱：材：鋼材'000ポンド当り
6仙/ボンド，勢：100ポンド当り12人時〔全体)，、24.6仙：勢：鋼材100ポンド当り3.79人時
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一船の科学一

タンク掃除：’材：1タンク当り8弗，勢.:1タン
ク当り115人時b

パイピング菖材：ユタンク当りユ4.30弗，勢：・ユ
タンク当り56人癌

タンクテス･卜：材：』.6暁,勢.：64.2人時〔1
タンク当り〕

船殻一外板雑 工 事 ●
グ

シーム10呪コーキング林噌‘0．，勢：2人時.．，
リベット10本コーキング材：､'0，勢：ユ.･5人時
リベットユ0本コーキング及溶接材：1弗,､勢：3
人時一ｼー 架0爽f､ﾂﾘｺー ｷﾝグ直し材：0；
′勢：3人時シーム1q火ハツク溶接〔鋲接手〕材：
’弗，勢：5人時

バット溶接10呪ハツリ出し溶接し直し〔片面のみ〕・、

材：2弗,勢･；75人時、
タンクユケ所gasfree,海水にて充満，人孔開閉，海
水放出，材：5弗，勢：15人時

：
船殼－船側外板の損傷

#2Deeptankの箇所で損傷を受けた例。95%溶接，
外板2枚取換6肋骨12本形直し叉は取換。隔壁及びタ
ンク頂材の縁で歪曲〕を切取り駁換｡銅樹取換：12，
530ポンド，鋼材形直し：1,0ﾕ5ポンド。
単価〔材；ボンド当り，勢：ユ00ポンドンド当り）
22.5ポﾝド外板取換:"材：6．恥,勢：8.5人時

一鋲接30ポンド球山形肋脅頭外し，形直し再坂付
材：8仙，勢：24人畷

外板肋骨〔上下ブラツケツトを含む〕畷換,材：7
仙，勢：21人時｡
別例．●

タンク掃除

二重底タンク掃除〔燃料油タンクならば,GasFree

Certi6cat巳をも含むフータンクに付，材寄10弗，

勢：230人時〔鋤大),DirtyWorkとして割増支払。
溶接

隅肉溶接一状態の船として平均コスト。労務費には附

隠サービスを含み〔予熱その他)，開先とりを含まず，

､封料費ぱデポジット60%，溶接棒8仙/ポンドとす。
ユ00限当り片面のみ。

’

溶接寸法 ｜'ん"‘/圏'|'/割"|｢/s'la/4"!#'4
上向又ほたて

下向
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3．船体蟻装

ー

錨

ピルヂ湾曲部直上の船側夕賑3枚各長さ7灰分切取り予備錨を受取りマストハウスの前側に備付け，材：20
取換〔修理箇所はパｯﾄが涛接のほがは鋲構造〕 弗，勢：80人時

．‘材:"II,":10.7人時,足場:39人'W.: 錨鎖
ホーステスト21人唯

所要蓮(Sh6ts)":ABS:10,ロイド及B.V.

鋲接外板肋骨18眼切取り取換：7人時，勢：28人時9〔ユ蓮＝15フアゾム＝90沢〕
隔壁10×3択切取取換材:-6.7IIII,¥:i9入時・誹法:,2-1/,耐ｽ？シドリンク，ユ連重量:3,880zjf船穀一二重底頂板の損傷

ンド(Di-I0k印〕材料蜜:]"465邦，特許リンク35
上甲板よりチーク材を落したための損傷。夕之ク~I､シ、 弗，梨形リンク55弗。
プー板取換，〔嬢接，クリンカー接手〕材：6仙/ポ

入渠中両舷錨鎖点検のため並べる。洗って魚油を塗る
ンド,":100ポンド当り12.5人時b

各違に白ペンキとSiezingwireで印をつける。再格

実体肋骨4ケ所の上半分(ReverseFrameを含む〕納｡材25弗,":80人嶬
切取取換，〔板400ポンド，山形600ポンド〕入渠中両舷錨鎖を，検査に備え並べて洗源，再格納’
材：6仙/ボンド，勢：100ポンド当り17.5人時材：0，勢：55人時。
取換えるタンクトップの板の直後の板をRelease形セメント塗・
直し<1Fr.space分だけ変形〕アフターピーク又はフオアピークを洗い，セメントエ

材：20弗，勢837入時回塗。タンクが既に開けて掃除してある場合，材倉ユ0
－48－．一
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一米国における船舶修理コストに関するデーター
‐

弗，勢：25人時。タンクがまだあけて掃除していない

場合，材：15弗，勢：80人時2回塗の場合：上記の外

に，材：5弗，勢：12人時。鳥4＝弗二重底タンクを

洗ってセメントユ回塗，材:~10弗，勢：必5人嘘

同上2回塗，材：弗，勢：ユ80人時。

チェーンロッカー

ロッカー及びポンプ吸込口掃除。魚油吹付〔錨鎖は格

納しあり〕材：15弗，勢：60人時。

船底かき落し

船底をキールから涯荷吃水線まで水をかき落し，

最底材；0，勢：60人時最高材：0，勢

一：360人時平均材：0，勢：2]0人時

霊気配線

全配線のメガーテスト，材：0，勢：15人時

配線10ケ所の短絡修理，材：、15弗，勢：35人時，
〔変動あり〕

厨房レンヂ

厨房レンヂ用鋳鉄頂2枚及輪とりつけ，材雫一エ0弗，
勢：15人時，煉瓦取換，材；25弗，勢：25人時

塗装・
､

船底下地吹付1回AC1回,AFユ回ドラフト｡マー

ク，勢：95人時

ブー1､ツプー下地吹付ユ回,AC1回，赤BTユ回，

吃水線ドラフi､マーク記入，勢：’65人時
船体一下地吹付1回，最深吃水線からプルウオークの

上まで船体ペイン1,1回塗，ドラフトマーク，プリ

ムゾルマーク，船体及び船籍港記入，.勢：65人時
船尾-Ap"or#31回塗て刷毛)¥:15人暁
最深吃水線迄の面稜=C×L<B+2d)

C=0.75～0.80,L=水線長さ,B=幅,d=吃水

・ブートップの面穣=C×L×〔ブートツプの幅〕
C=約2.07

最深吃水線上の船体面積=C×〔最深吃水線上の投影
面讃)C=略2.07

平均塗装面積：ユカロン250平方沢〔ペイントの種類
表面の精粗，温度，風等により200～300と変動す〕
材料費〔弗ノガロンフ

ColdplasticAC:3.60弗/ガロン

〃〃AF:4.80弗/ガロン

1ガロン＝3:785リッI､ル

居住鹿域

船員室1回塗〔1室当り,

壁及床のみ材：6弗，勢：9人時

壁・床及び天井，材：9弗，勢：12人時
舵

’種 別IInternational Federal

A . C .

A、F・

熱帯A..F.

赤B.T.

黒B.T.

船体用[B.T.より上〕

Ap<xior#3

赤鉛

下地

クロム酸亜鉛・

耐熱黒

問用無ガス(GasProof)白
舶用白〔船内用う．

恥
部
抑
郵
一
郵
奉
一
錘
認
一
郵
諏
奉

黒
灰
．

髄
的
調
諏
知
”
犯
“
・
“
“
溺
溺
祀
蛇

工
２
４
２
２
２
３
４
庄
３
．
３
３
４
２

〆

づ

舵取付〔般主供給〕現在の舵取外し,Steadybearing

，に真鋪ブッシング取付，レールのブッシングも取換,
カップリングボルト新調，上部接手(palm)も之に合

せてドリル，操作試験。材：450弗，勢：715人時

同上作業の他にアッパーストック取外し，工場にて新

規舵と組立の上芯外し，材：450弗，勢:･840人時
夢

・舵をアス.フアルト及びニス塗〔舵は船より取外し済)，
材：、35弗，勢：30人時b、

舵ヒールブヅシング

Micartaヒールブッシング新調取付，留めリング取
換〔舵は他の工事のため引上げ済み〕

巴

1

句

材：65弗，勢；~37人時。
舵-Carrierbearing

エ場に移しベアリング面く､り直し，適合するライナー
をはめ再取付〔舵柱は他のエ事のため取外し済〕

材：5弗，勢：65人時

舵-Steadybearing-ブッシング取換

両舷外板に出入口切取，ベアリング取外し工場持込み
ボーリングし直し，真鋪ブッシング取付，べ・アリング

全体を船に取付け,材：450弗,勢：400人時
操舵機

蓋取外し，ビストンバルブ引抜き，禰掃の上組立，
材：5弗，勢：25人時

テールシヤフトー

予備テールシヤフトをtweendeckに織約。

材：15弗，勢：40人時
亜鉛樋

亜鉛板30箇，スターンフレーム及び舵の附近に取付，
12"×6〃×1"，モネルのスタツドナツトにて固着，

a

材：45弗，勢：35人時
揚錨溌

分解，ピストンバルブ引抜き，ベアリングキャップ取
外し，コントロールバルブ引抜き，消掃の上再組立

材：5弗，勢：45人時

－－－49－－－
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一デザインのあり方一

デザインのあり方

〔その2〕

牢山了也

、

ー

必要に'して10分簡素平明の美を喪現した例。、その動線は巧み

に整理され畷々 とした感を與えている。SchuylerOtisBland

(ResidentLines)の族客錠用の士官食堂。壁面はソフトホワ
ク

イト，カーテンはク'し一・

1

装飾というと何か金のか畠る萱沢なもののように考え‐
る人が多いが，決してそうと限ったものではないも装飾
の為の装飾といった不必要な飾りを廃し，あくどい色彩

配合をさけて，すっきり'とした感じに仕上げられたもの
が本当に美じいといえる。つまり，そういうも･のば一寸
見た所,何の装飾も施きれていないようであるが，実は
数段上のデザインである。薄暗くて吻論smokingro"

cmはdiningroomより暗くて落着いた感じにせねば
ならぬが，その程度を越えての話である)，挨で汚れた
ような黒ずんだ壁面，暑くるしく，通風も悪く，且つあ
れもこれ＃と欲張ったfurnitureを詰込んで,封渉け
ばすぐに洋服のどこかを引掛げるようでは,如何に誰々

し

作の澗絵がか患って,見た目が華美であっても決してよ
いデザイシだとは云えなし､。室はあく‘までも使う為のも
のであって，単に眺める為のも：のではないから，目で見
るという事だけではなく，もう一歩進んで，実用性とか
経済性とか，より本質的な観点から考えなくてはならな
い｡無論客船と蛍物船では;相当趣を異にするが,その
出発点となるプリンシプルはすべて同じで，たぽ表現法
が異るだけである。

一

1図Tourist-classLounge(INDEPENDENCE)

ピラーを室椎成の一部として積極的に取入れた例

ならない。<furniture,模様等の極端に誇張したカーブ～

はよくない｡>′l

3．マテイアリアル

船舶用資材として重要な事は，潮風日光に対して槌色

変色せず，十分な耐火性を具え，湿気に対する伸縮性が

少く，人工多量生産物にして安価であり，且つ，軽量に

して加工容易な最も合理的なものでなければならぬが，

かよう《な条件を満足するような材料が得にくいのが,デ
ザインの進歩をはぎむ大きな悩みである。こ堅に，関聯

工業の水準の高さが，大きなファクターとして入って来

る。
、

4．デザインの爲のデザイン

何から何まで機能的合理的で，少しの無駄もないとい

うやり方ではなくて,海上では,何等心を慰めるものがな

いのだから，多少純装飾的な遊びが欲-しいという説であ
§

る｡海上生活を忘れさせる為に,少しでも陸上の様式に近

い事を望むのは，遠洋航蹄の客船によく見られるが貨物

船でも,.狭いぎりぎり一ぱいのベッドルームの生活から

解放されて，少し陸のんびりしたいと云う観点からサロ
ンには純デコラティブな要素が坂入れられてもよいでは

ないかというのも確に一理ある。しかし,それもあくまで

その室の全体の感じをこわさないものでなければならな

いし，むしろそれが一つのアッグセントとし-℃働いて全

一

Ｉ

1．職日の特殊性
＝

1．構造飴制約

ギリシヤ建築の様式を取り入れたような過去の船舶が
明らかに間違であったように,･最新式建築の表現法を直
に船内に再現しようとするのも間塵である。船舶の機能
に根本的な改革のない限り，プヌ'ンを自由に変える難は
出来ないし，各種の孵造的制約もあろうし，シヤーやキ
ャンパーを完全になくする事は出来ないから，どうして
も室闘茂が複雑になる聯はさけられない。しかし，これ

を逆に生す聯により，船舶独勝の室細現する｡例えば
ピラーがそれで，無闇に邪躍物扱いをせず，室繕成の一
部として十分に生す‘事である。
2．ローリング

ローリングによる心理的，生理的影轡も考えなければ生理的影饗も考えなければ体をよりよくするのでなければならぬ。そういう味での

－50－
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純装飾的なものは多少金がか公っても許されるだろう。
~

II近代的表現の特質

近代的なデザインは線も面もすべてがsimpleであっ

て，癖成美を主体とし，マテイア強リアル自身の美しさを

強誹しており’且つ雰囲気も明るく解放的で，プランも
十分に機能的であり，色彩配合も調和的である。要する〃
1にすべての点に於て合理的且つ新鮮であるという一語に

識きる。

1．軍純化
幸

直線とか平面とかい;うものは最も単純なもので，これ

等ばかりで室内を祷成出来れば理想的であり，又成るべ

くそうするようにせねばならぬ事は,最早こ§に至って
説明す‘るまでもない。〈アート写真参照＞

パネルとパネルの潅目や，天井のベニヤ板の継目に出

来る線をどういう具合にデザインしようかといった，い

は曹目地の取扱や，サイドポートやドアー等の細い所の

デザイン等は，どうでもよくはないが二義的な問題であ

る。又この壁面には油絵と鏡とブラケットランプを附け

て飾るのだといったような，細い所をつけないで，もつ

と，大きく壁面自体の持つ美しさを出そうといったよう

な’一段と単位の大きなものに目を‘向けなけ'れぱなら
ぬ。つまり過去と近代との相異は，ユニットの大きさと

物の本質的な表現の相異であるといってもよい。
これは，裏面に経済性とも密接なづながりを持って，

sixnpleで何蝉もなければ当然それだけ安上りに出来る

はずである。勿論smpleplaneに仕上る事は，ごまか
しがきかぬから，高度の技術と相当な手間を要し，この

為にかえって高くつくが，不必要な曲面を作る事は，よ

‘り以上に面倒な事でもあり，不経済な事でもある。声
2．曲面調和

船内は至る所曲面で埋っているといってもよい位で，

．どうしても曲面騨成にならざるを得ない場合があるが，
こ皇に別な立場から穣極的曲面採用論がある。これは一

・見単純化と反するようであるが，少しでも室内を広く見
せたい時にこれを用いる。仮に球の中心に立って見たと

'すれば，至る所距離が同じで面に継目がないから，我々

は距離感を喪失して，筌間は無限大の広さに拡大される
事になる。壁面に折れ目があると，そこで一応その壁面

が柊りであるという事になるが，両壁面の接合点が曲面
であれば’知らず‐知らずの中に視線は他の壁面へと移
り’あたかも一つの連続した面であるかの如き錯覚に陥
る。つまり連続性が強調される事侭なる。

又曲面であるとfig4に示す如く，そこを廻るのに
抵抗が少･くなるし，心理的な作用も加って感じが柔くな

I 雌
3図

3図DONAALICIAのSmOking

L__
Room・PromenaPeDeck最后
部にあり，窓はfullheiglifで
その壁面は学圓形。油繪のある
壁面はカーブして綴和的,flOOr
の絨漉とその模様は曲線で，す．
べてが曲面祷成。又晃装飾的な

L
firePlace等を設けていない所

、，に注意。

り，この柔いという事が刺戟を少くして船

酔を防ぐ事に大いに役立つ。

3．マテイアリ，アルの正しい表現4図

マティアリアルは夫々 特有の性質と外観を持っている

ものであるから』その性質を100％に生すような個所に

用いて，それが同時に意匠効果を上げるような使い方を

せねばならぬ。例えば合成樹脂によるfranzel"sdoor

があっても,それは合成樹脂という;材料のもたらしたデ
ザインであって，それと同じ事をガラスでやろうという

の,はそも’そもの間違である。《アート写真4，9参照＞

4，機能的且賓用的

余分なものは全部省略してしまい，必要なもののみを

残し，その室の使用目的に応じたブラシと配濯を取れば

それで十分である。金をかけで，かえって悪くなった，

というのはこの原則から外れているからに外ならない。

特に貨物船に於-tはそうであって，デコラティブな要素
にかける金は通風，照明，暖冷房等の設備愛に廻すよう・

にして，実質的にレベルの高いものを造らねばならぬ。

単に外面的に美しくても内容のともなわないものは結局

塞虚である。この点で近代的なものは，理智的合理的で

あるといえる。〈カット，アーI､写真4参照〉

5．經濟性

「いくら金がか、つもよいから，断然他を圧倒するよ

うなものを造れ」と云うような経済性を無視したやり方

は最早今日では成り立たない。余り感心の出来ない装飾
パネルを使うより，.ベニヤ張りベイント仕上げでもよい

から，すっきりした感じに仕上げた方が経済的壱もあり
美しくもあ．る。叉調和しない鏡や絵を掛ける位ならばj

，

そんな物は止めてしまって壁面自体の美しさを見せた方

が経済的であると同時に感覚的にも新しい。このように

（57頁へっぽく〕
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船 舶用防火塗 料 に - つ い て一

泉好
一
一
一

■四

加 熱後加熟前”

1．船舶に諺ける防火塗料の意義

第二次世界大戦中，各国の軍艦･商船が砲嬢爆撃によ
り飛災を起し多数の人命が火焔と発生ガスによって失わ
れたことは吾人の記憶に残つでいることであり，戦後も
船舶の火災が時々発生してをり各国とも船舶を不燃性に
することについて真剣に考えている現状にある。
英国では船舶用塗料にニトロセ）しローズ系のものの使

用を蘂止してをり仏国では贈舶用塗料を不燃性,難燃性
のものにするよう定めている。
船舶の防火法を大別すると

〔1〕火災の早期發見．．････自働報知器の備付

〔2〕消火設備の完備…･･･水による各種消火器，消火

詮の外に淡酸ガス式，泡沫式〔甘草或は高級石鹸剤によ

る泡沫水の生成)，有磯消火剤式〔四塩化炭素，ブレス

トその他〕等により木材，繊維類のほか燃料類に対して

も完全を期する。

（3）可燃物の除去と不燃化…･･･客室，乗組員居住区

域等から木材，繊維類，ゴム類，リノリウム等の可燃物

を除いて銅製家具，ガラス繊維類に置きかえてその不燃

化を図る･

一方塗料類も従来のものは可燃性であるから難燃性不

燃性のものに変える要がある。

（4）防火構造･…･･防火隔壁，防火扉等。

船舶に於ける防火塗料には旧海軍に於てメタルベトン

という名称で知られた無機性塗料があり銅製家具〔アー

トメタル〕の採用と共に本邦では相当の歴史がある。

昨年から建造されている漣上保安庁の巡覗船に於いて

は不燃化の見地より銅製家具と防火塗料を採用すること

になり，当造船所でも470トン級2隻を建造したので，

繁者はこれに使用する防火塗料の試験研究を25年8月以

降実施したが以下にその概要を述べる。

一方建設省では木造家具用防火塗料の推進を行ってお

り現在では発泡性防火塗料が木材用防火塗料の中心とな

っている。発泡性防火塗料は第1図のように加熱により

塗膜〔厚さ0.1粍位〕が塗膜成分のガス発生の為に膨脹

し軽石状となって厚さ力江0粍位にまでなりこの厚い圃の
絶縁性によって木材の発火防止を行うものである。

－0c

Ｑ
一

第1･図謹泡性木材用防火塗料の作用

叉車輌界でも国電桜木町事件を契機とし防火塗料を喫

緊事項として取上げてをり，最近の神戸駅に於ける国軍

発火の時は既に防火塗料が塗装せられていた。

2．塗膜の耐火性，燃焼性一

従来各方面に使用せられている塗料は永性塗料を除い
て一般に可燃性溶剤を含む為液状のもの及び塗装直後

には引火性大でよく燃え，塗料貯蔵中の火災もしばしば

発生している。‐

物の表面に塗られた塗膜が乾燥し塗膜となって了うと
一般には引火性少く又煙草，マッチの火等では着火燃焼

しないものである。この点から「塗膜は燃えなk､もの」

と誤り考えられていることが多いが，火災時等の高温に

なる,と塗膜自体も燃焼する場合が多く又加熱による塗膜
分解生成物が二次的に燃焼するけとも多い。
又船室内，車輌内部，家屋内部で塗膜が燃焼するとき

は室気の流通不良の為に一酸化淡素の発生があり中毒を

起し易く刺戟性の分解生成物と共に防火急困難にさせ人
命にも影響する所が大きい。今各種塗料の成分と可燃性
との関係を概観すると塗料の主成分である塗膜主要素は
一般に可燃性であるが顔料は金属酸化物及び無機塩類で
ある為自燃性も助燃性も殆どないから主として塗膜主要
素が発火燃焼の原因と考えられる。

（1）油性ペレントー･…塗膜主要素はボイル油fアマ
ニ油，桐油，荏油等の乾性油を100｡C前後で室気を吸込
みつっ製する〕を用いることが多く，此等の乾性油主成
分〔種々 の脂肪酸の混合グリセリドフが加熱により重合
してをり，塗料として物の表面に塗られると空気中の酸
素により更に酸化重合して固体薄膜をつくる。
アマニ油自体の引火点は300。～350｡Cであるが石油系

溶剤が入ると塗料の引火点が低下する。塗I膜の引火点は
高いが火災時には可燃物であり燃焼する。

〔2〕油性エナメル……ボイル油に天燃樹脂を溶か､し

’

＝

’

’

’
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＝

て作ったワニスが塗膜主要素で油性ペイント同様の可燃ものが多い。
②銅板用c金属”……金属塗料として,一般の性能

性がある。

〔3〕合成樹脂エナメル...…フタル酸樹脂，フエノル〔密蒲力，耐水力，防鋸力’強度，､色沢〕と共に不燃性
樹脂，尿素樹脂等の合成樹脂と単独に叉は乾性油と併用或は難燃性を有すろもの1

、

した主要素で一般に難燃性〔時に単独の場合〕である。‐ 4．防火塗料の性能試験
〔4〕ワニス〔透明塗料類〕…･･･天然樹脂叉は合成樹

脂に乾性油及び溶剤或は溶剤のみを加えて製したもの 筆者の行った試験方法を略述すると次の如くなる。

で天然樹脂及び乾性油は可燃性であるが合成樹脂のみの（1）一般性能試蕊
塗膜は難燃性である。日本工業規格<JIS)に準じて次の項目の試験を行
壷〔5〕ラッカー類.….普憲のラッカーは所謂パイロキった。防火塗料でも此等の性能が刀ﾐ充分であってはなら

シリンラッカーのことでその主要素は硝醗撒維素（ニトない。

ロセルローズ〕であり，可燃性，自燃性とも大で最も燃．①凝結性･･…かきまぜの難易。
え易いものである。此のニトロセルローズは綿火薬，ダ ②作業性．､．..･ゾ､ケ塗用塗料ではハケサバキの良否b.
イナマイト，セルロイド等の主成分と同系統のものであ③乾燥時間……20｡C潔度7魂に於ける時間。
るから燃えるのが当然である。④塗膜試數……色，ツヤ，平さ，ハケ目ジ流れ’シ

〔6〕･アスファルト系塗料．．…船舶にはアスファルトワ，ムラ，臭気の有無。
系塗料をその耐水性，耐蝕性の点から多量に用いている⑤膳ペイカ…三･･下塗がスケて見えない為に行う。
がアスファルト類も可燃性である。⑥色の安定度……日光I華ろ旗退色が少いことを目

〔7〕水性塗料.….･有磯質の水性塗料はカゼイン’二 的とする。

力･ワ等を主要素としているから高温度では燃える。無闇⑦ニジミ･…･･下塗が上塗に二多ミ．を与えぬ為。
質水性塗料は耐火性で防火塗料として有名であるが，そ③屈曲試験．．…薄榔こ塗り，或竿径で180.折曲する
の塗膜外観不良と耐水性少ぃ為従来の船舶では殆ど使用 〔密着力を示す)。

され なかった。．⑨耐水試験……耐水力と防鋸性がわかる。
、耐油試験...･揮発油及テレビン油その他所要の

3．防火塗料の分類・ 溶剤に不溶性なることを検する。
戸

、耐塩水試験…．．｡海水に対する耐久力，防錆力。
〔1〕耐火性により

（2）耐火性試験①不燃性〔耐火性〕防火塗料、
①木材用、②難然性防火塗料…"･火焔高温により主要素が淡化す

木造家屋の火災時の温度が発火5分後に約7卵｡cにな
るが延焼性，発火性はなVt

ることより基準温度を750｡Cとしている。
〔2〕塗膜菫要素により

〔イ〕第2図のように木板に塗った面にガスバーナー
①合成樹脂系..．…フタル酸樹脂，フエノル樹膿メラ

を当て発火状況，裏面の温度上昇等を調べる。〔木板を
ミン樹脂等。

②有機塩化物系……塩化バﾗﾌｲﾝ等が多く用いられ水平にし塗膜を下向にすると晩謎壁醗<W-に

1

、

’

『

つまるから垂直がよい〕

〔ロ〕第3図のように円柱

状木片の全面に塗料をぬりこ
れを二重筒〔金属製円筒で内

筒に多数の小円孔がある〕の

内筒内に品し下方よりガスパ

ーナーで加熱し重量減少を測

定する。

②鋼板用

〔ィ〕第4図のよう侭鋼板
｡q

片面に塗った試験片の下方か
らガスバーナーで加熱し塗膜

る。

③珪酸塩系.....､珪酸ソーダ，水ガラス等を主とし之に
亜鉛末を入れたものが旧海軍のメタルベトンで両者の作
用により特殊な珪酸亜鉛化合物が出来る。‘樋
④水性系－．…有磯質〔カゼイン，ゼラチン等，と無機・農，

質〔水ガラス，無磯塩類〕とがあるが前者は渋化し時に．計
は燃えるが後者は完全耐火性である。

〔註1①②の場合には防燃剤として無機化合物を添加＝
する例が多い。

〔3〕被塗物により

①木材用…..､既述の如_く合成樹脂系，無磯質系で且つ
発泡性を有し加熱されると膨脹し耐熱絶縁層を形成する

－53－
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一船舶用防火塗料について－

〃

の燃焼状況，変質状況，延溢

状況，分解生成物の燃否等を

検する。

〔ロ〕第5図のように上記

と同じ試験片を水平におき塗

膜裏面より加熱する。

〔ハ〕第6図のように(ロ）

の場合のガスバーナーの焔の

一部が上面へも廻るよう.にし
塗膜の弓は性をも併せ検する。

〔ﾃ〕第7図のように試醗
箱内にガスパーナーをおき台

上の温度が規定温度になった

時に試験片を入れ同時に上向
からパイロットフレームをあ
てる。

〔ホ〕第8図のように試験

片に電流を通じ規定の温度ま
で急速に上げる方法で築着は

神戸駅で発火事件を起した

国鉄電車の天井にもこの塗料

がぬってあづた由である。

②鋼製家具用

巡覗船に設備する机，椅子

寝台，木織，更衣箱すべて薄

錨板製でありこれに塗装ずる

塗料としては各種合成樹脂系

焼付塗料の比職試験を行った

結果,性状,耐火性,mzkI生と

もにメラーミン系が最艮でフタ

ル酸系はこれより劣っていた
のでメラミン系塗料をスプレ

ー塗装〔プラレマー，パテ，

サーフエーサー，上塗の4回

塗〕し，赤外線電球による焼
付乾燥を行った。

③木材用

合成樹脂系発泡性塗料が外

観，色状，耐火性とも最良で

あるが第ユ図のような方法で

5分後には木材が発火し，そ

の他の塗料では1～4分で木

材が燃え出す程鱈である｡
舎

（4）考察

鋼板用防火塗料についての

み別表成績により所見を述べ

〕

里

第6図

／一

－ －
_Ⅱ

V
－１

１
試
験
振

第3図

第7図

’ 此の方法が最もよいと考

えている。

〔3〕試塗結果一例

①鋼板用

筆者が海王保安庁巡覗

贈に於ける船室内及び紹
総内用防火塗料の笑駁選

定に当って実施した場合
の一例を示すと別表の通

りである。〔次頁参照〕

耐火試験法は巾5極，

長1麺，厚さ0．5粍の鋼

板片面に下塗_上塗各1回

〔上塗のみのものは2回

塗〕を塗装し，第4図の

ようにして1分間加熱し

た。

ガスバーラーーはしぼっ

て焔の長さを1麺とし，

その2．5糎が賦駿片にか

かるようにした。

6種の防火塗料の中，

不燃性ではないが難燃性
で性状，耐水性良好なE

社品を選定しこれlrより
塗装した。

惨膜
I

’

'八

鼎
第8図み別表成績により所見を述べ

ると，

①不焼性という点では有機質のものはたとえ塩化パラ

フィン系のもので‘も不完全で，無機質の水性塗料，珪酸

塩系のみが完全な耐火塗料ということが出来る。

②無援質塗料では次の如き欠焔が目立つ。

〔イ〕作業性不良…･･ハケサパキ不良でハケの返しや

十文字塗も困難。

〔ロ〕塗布通過大……一般塗料の2～4倍となってい

るからたとえ塗料の重遥〔容量〕当りの単価が賑価でも

単位面穣当りの穀用は却って高くなる，叉船舶の重量を

増す。

〔ハ〕塗膜状態不良･･･…光沢なく，ハケ目大で，外観

悪く到底美観は得られない。

叉塗膜硬度小で人体，被服，物体の接触によりキズが

つき易く汚れも早く時には白色の粉末が被服につくこと

もある。

，〔二〕耐水性不良……･水性系は当然不良であり’珪酸
塩系も塗装後10日以上経過しないと耐水性不良である。

ノ
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珪酸塩系の塗膜成分の反応が完全に進行すれば或程度今回の防火塗料の試験結果をもととして船舶の防火対
の耐水性を望み得るが現場作業では船舶内の水分，蕊気策に関しては，次の各項の完備が必要である。

等の為に到底完全を期し難い。〔1〕火災 報 知 器 等 に よ る 早 期 発 見

〔ホ〕塗装前処理の手数大……無機質防火塗料は銅板（2）各種消火器の整備

のミルスケールと油脂分を完全に除去する要があるが， 〔3〕乗組員の訓練

実際作業上その完全を望むことは困難で従って密着性が “〕可燃性の礒装品の除去，鋼製家具の採用

不完全となり易い”〔5〕燃料等引火，爆発，可燃性のものを貯誌するど
③有機質塗料は耐火性に於ては無機質のものに劣るがきには，その附近に防火処理をとり燃焼拡大を防止す匙

外観，性状，耐水性等は従来のものと遜色がないか･ら難〔6〕美観及び耐水性を要する部分には有棲質系防火
燃性で満足し得る時には充分実用性がある。塗料を塗り，美観を要せず耐火性を必要とする部分には

侭巡覗船では船室隔壁等に防蝕の見地より亜鉛鍍錨板不焼性無磯質防火塗料をぬる｡引火延焼性のある塗料は
を使用しているので加生系では密着力不充分であり珪酸極力用いぬこと。・
塩系ではそのアルカリ性の為に不適である。（7）最も大切なことほ船舶の防火祷造で，例えば今
⑤防火塗料に於ては可燃性がなくても加熱分解生成物春のアマゾン丸火災の如く濃関部より発火して上方へ燃

が問題になるが，有機質系では当然高温で分解し種々 のえ拡がり船橋まで達している如く，火災が上方へ進行す

淡化水素や一酸化淡素等が発生し，塩化パラフィンではる点から前後左右の方向と共に特に上下の芳向に防火燃
塩化水素〔雄酸ガス〕が発生するので防火作業を阻害す壁，防火扉，ドラフトのダンノドー等を装置することが望

る外火災時以外にも金属腐蝕のおそれが若干ある。，ましぃ｡‐
（E船舶に於ては現在のとこ'ろ不燃性防火塗料は適当な 以上船舶の鋼板用防火塗料について種々 述べたが船舶
ものがないといってあ過言でなく’又実用上難糊生有機の火災のおそろしさに思を致し陸上建造物，車輌に対す
賀塗料でも後述の各種防火対策を霧ずれば一応満足して ると同様に各種”設備と方法が完備せられ，その一端
よいと考える。

5．むすび，としての防火塗料が更に進歩発展することを希望する次第である。〔中日本重工業，神戸造船所技師〕

ノ別衰．耐火試験成績（一例）、
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第10回船舶工業関係帰朝講演会抄録
1

動去る9月10日蓮韓省講堂で行われた講演の抄鋒で，図表につ

いての誘明は一部省略致しました。〔編集部〕

米國の造船工場管理と造船技術～

川崎重工業株式會祗二一瓶 豊

本年4月9日桑港を出諾上て満3ケ

月間北米を巡って，主要造船工場n
ケ所，溶接関係としてリンデ，リン

コルン，アルコス等主要工場9ケ所

その他塗料工場，機械,暖房衛生，

自動車，電気，計器等の各工場計14
ケ所を歴訪したが，主として造船エ
場についてその工場管理の問題と，
興味ある技術的な問題について櫛要

を記述する。

造船エ場は4地区に大別され,①太

平洋沿岸地方は鋼材労賃高にもよる

が修繕船工事専門である。代表的な

ものとしてオークランドのMoore

造船所について説明する。②Great

Lake地方は最近D.W.20,000~

23,000トンのOrecarrierを造紹所

で新造修理している。マニトウオッ

ク造船所について略記する。③大西

洋沿岸地方は大造船所が集中してお

りゾ設備も最も優れ，軍関係の新造

修理を始め,Super-tankerの新造

も，専門にやっている。代表的な，

NewportNews造船所について述
べることにする。④GulfofMexico

地方については省略する。

囲で総務，営業，見積，購買，倉庫

人事等を担当する。‐
ダ

米国の何処の造船所でもそうであ

る様に特に目立つことは，工員数の

少いこと。材料の流れが極めて順調
であることざ管理部門の人が少いこ

とである。

エ員数は約甦00人,職員は72人で
管理部門に於婁て種めて少人数でやっ

ており，直接6割間接4割という日

本の場合と大いに違っており，工菱

節約と』《､う点で考えるべき所はこう
いった所にあると思われる。

エ員の数は仕事の量に応じて増減
しうる雇用関係が出来ていることで

各地方毎に夫々 独立した労働組合が
あり，夫々 の労働基準協約に基づい

て工場が必要な人員を雇入れ仕事が

なくなるとやめさせる(layof)。

職員〔月給〕は組合に入らず，日
給をとる工員及職長のみ組合に入る
工員の長(Foreman)は各ShoPに
1人おり15職場15人｡'次がLeader-

Thanで平工員10～15人につき1人

で，1400人に対して90人いる。職員
は月2回隔週金曜日，工員は毎週金
曜日には給料支払を受け，土，日曜
日は休日である。

、太平洋地方の労働協約中に特に注

目される点は，第10条に生産の制限
を行わないこと及び請負作業をやら

ないことが明記されている。戦時中

は諭負作業をやり能率向上の報告も

|出されているが，平時での常態では
これは名目的であって支払のみ増加

して実質的な能率は上らないという
ことが考えられ，単価謂負の出来る

－－－56－

作業〔造錯作業全休の25％位〕は未

熟練工でも楽に出来て給料が多く，

大部分の熟練を要する作業につく熟
練工は之が出来ないので給料の不均
衡が出来るということもあり，又エ

員も経営上の問題に影響するものと
真剣に考えて，労賓間でこの協約が

結ばれたものと思われる。、

生産された物の数によって決める

講負制ではなしに，定額賃銀制を採
、

用しており，作業管理を十分するこ

とによって立派に出来るものであり

真面目に働いた時間に対しては支給

される方法である。即ち適正な賃銀

制度，十分整えた作業場，材料の用

意を完全にし，仕事の指導監督を間

違いなくやれば工員はよく働けるも

のであるとしている。協約第19条に

は，労働組合はストライキをやらな．

い。エ場はェ員のしめ出しをやらな
いことが規定されている。之も日本

と比べて考えるべきことである。

エ員は新造船と修繕船に分担が分一
れ，修繕船の方が時間給で30セント

高い。

‘残業は行わず三交替制をとってい

る。例えばある日の出面表によると

第一直<day)は,1,087人，第二直

(SWG)lf279人，第三直<GVYD

GraveYardは31人という工合。第

一直は8．5時間勤務で実働8時間あ
との30分は給料をもらわない中食時
間。第二直は8時間勤務実働7.5時

⑥

間，第三直は7．5時間勤務で実働〃

時間b夫々8時間の賃銀を貰い，二

直は10％増し，三直は15％増の加

算をうける。土，日及祝日出勤は，

’

工場管理

Moore造船所は会長Moore氏

一族の会社で代表的なエ場組織とは

云えないが，組織は大別して三つの

流れに包含されている。<1)Vice

presidentは産業機械及鉄骨橋梁部

門担当で，この他に財務関係も受持

つ。(2)Generalsuperintendent

は造船,造機，電気の設計及現場を
担当式る。(3)Secretaryは広範

■a

“

，'l
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doublepayで即ち2倍の支給をう

ける，

管理部門の中で注目されることは

原価計算が1隻の諾が出来上ってか

ら僅か2週間で完成することで,標

準原価計算方式という嫌なやり方で

なく実際の賃銀，材料費等を計算し

て出しているが，こ尤なに早く少人

数で出来ることは研究すべきことと
思う。叉給料の支払も銀行小切手で
少人数の人で毎週之をやっており，

日本の月1回でしかも沢山の入がか
かっているのと比べると雲泥の差が

ある。，

Newport-News造船所では大き

な流れは二つでCvicepresidentは
、

造船造磯の設計，見識営業，技術
研究，修繕及経理部門を担当し，②
Generalmanagerは現場関係，工

員入退業の人事をやる。Production
"COntrOlもやる。

この造船所の特徴であるProduc･

tioncontrolは1隻の船を30～40

のsectionに建造順序に段階をつけ

各sectionに対して，図面，材料，
現場展開，マーキング，取付等をき
める｡.controlno．というものを各

sectiOnに記入するが，単位はone

weekで，進水を100とおさえ，引

渡しは9週間後ならぼ109と記入す

るといった工合である。

切る帯鋸もある。之はspeedも早

く，仕上りもまく帯鍔が折れても簡
便に修理出来る様壌械に附属設備が

ついている。

その他木材はあまり用いずマリナ

イヒを使用じ，錆落しにはsand

blustを用いている｡塗装はhot及

coldsprayをやり,各種ペイントに

応じ･ノヅルをかえる。

GreatLakeのManitowoc造紹

所では凡てsidelauhchingをやる
溶接組立場では,subasSembly､に＝

は大起重機は不必要という見地から

内部に小型の鳥居型走行クレーンを

作りここで定盤上で治具を用いて，

markingなしに.subassemblyの

組立をやる6positionerを大通に使
用し，溶接工は壁面に向い,wall

craneによって夫々 仕事し易い様な

位置においてする。ここではガス切

断は図面上を眼鏡でのぞいてトレー

スし乍らこれによって板を切ってゆ
く装置を利用している。ここでもリ

ンデ溶接磯を使用している。

NEWportNeWs造船所は造船船

渠2，ガントリーのある大船台2，

普通船台4，船渠3で,pierは9本

ある。門型起重磯が船台及び船渠側

の'3ヶ所にあり，その一つ一つの俺､
業面談は船台の面猿に略等しい･

溶接検査にX線の代りにIラーヂウム

を用いている。検査用ジープが2～

3台あり之にlノントゲンユ台，ラヂ

ウム検査磯2台を載せて現場に出て

いる。ラジウムはユ呪立方の箱に何

重にも糊で納められ，中はゴルフ球

位でその中に]&Jo～'/j00ミリグラ

ムのラジウムが入っている。この球

を検査する板に約2次位Iご近づけて

検査するが約90分もかかるのが欠点

である。之は2～3千年も使用出来

る由である。

electroeye'という光電管装置の

溌械を用いて，マーキングに沿った

'/&吋幅のテープ上をeyeがテープの

－57－

端の線で半分になっている時自動的

にしくうiンスされる様になっており之

によってテープをトレースして鉄板

をcuttingしてゆくという装置を使

用してい説之では誤差は'/9,吋と．

いう程度である。
‐〕

× ×－×

NewpotNews造船所の例である

が，株主に対するP.R.運動(publiC&

relation)の一つの表現として造紹

所でi年間に於いて操作されたユ弗

lI
の収入と支出の内訳を表示したもの

があり興味がある。即ち1950年につ
||

いては収入は新造船で62.罪,･修繕
諾でﾕ8.7‘，水圧タービンその他の

仕事で1罪となっており，支出は原

価計算で92，，税金で2.6‘,．株主

配当で3.8‘，利盆として1.6‘とな・

っている｡造艘所の賓産状況をみて

も固定賓函こ投じた数は全賓産の竿

分以下で半分以上が流動賓産として、

利用出来る。しかも銭2,3年は固定

賓産への振向けは全然やって．いな

い。手持現金でも約25億円もある状

態であるから銀行の世話にならずと

もすむ訳で，日本の造船所からみれ

ば羨しき限りである。

〔51頁ヨリ〕.近代的であるという事
は，同時に経済性とも握手する。、

6．デザインの統一性
色々な船のぃ掻所をスケッチして

来て，それを結合しても決してよい

ものは出来上らない。つまりそうい

うもの}aは統一性がないからであるP
こんな感じのものを造ろうと意図し

たならば，その線に沿ってすべてを

動員せねばならぬ。そうすればモダ
ーンならモダーンなりに，クラシッ

クならクラシッ父なりに鯉る・《ア

ート写真、③参照》．
結局各部分部分が-r分に調和的な

I|
・造船技術

Moore造船所では木造の能力1S,
伽0トンの浮ドック4台と修繕錯台

8，ケを使用している。浮ドツグは特

に幅広のもので足場も立派で楽に作

業出来る。溶接機はリンデの自I側溶
接機3台を主用している。pneuma-

ticwrenchを有効に用い,3～製0

年前から,pipebenderを使用し，

portablesaw,sander<木甲板砂

ず凰用),pipeexpander,flexible

tubecleaner,1ockformmgma-

chineC滝板の小はぜつぎ),薄板を

Ｐ

ものでなければならぬという事であ

る。この椅子はビニールの最新式が

使つZあるからと云っても，その形

とか色調とかが室全体とマッチして

いなかったり，更にそれを置くにふ
さわしからぬ所に置いてあるのでは
何にもならない。〔東大大学院〕

烏

一

三一一一一一一. 四
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動 荷重と安奎係數について

渡ラ

ク

fBo/fo=Ss(>1)

にある値を与えるもの

で，たとえば

|"↑Ss=

f
等となるのである。

しかるに今Fなる力が

恵辺 弘
〆Q

，、動荷重(衝撃および繰返し荷重)に對する安定係数

は静荷重に対するものより大きく取らなければならぬ事

ほ周知であるが之を幾何にとるかについてあまりハツキ
リしていない様である。〃

今Sd:動荷重に対する安全係数
Ss二静荷重〃〃

.Sd=BSsとし…… …6…．.①

とおけばBausChingerによれば
､Fmin

．β＝2一一万五百蚕

但しFmin:．最小荷重,Fmax:最大荷重

3ZMorley(StrengthofMaterial)および佐世保

エ学便覧では軟鍋および錬鉄に対し安全係数を次の如く

与え ている。〆

0

|fg
｜

(丸'､土）扉
動的に働くと.する。又材料の動的の涯さをfBとする｡

fBは必しもfBoに等しくない。Fが働く朧材料内に起・

される応力をfdとすると,上述の欠階を補う必要のあ

る事は全く同様でSo=fB/fdはSsと同じ値を与える

必要力§ある。しかし此のFが動的に働く時のfdはわかり

にくく之が譜的に働く時の応力fsは計算し易いので，

安全係数を考える場合には
fBo/fs=Sd

をとる方が便利である。しかしfs<単であるために此
SdはSoよりも大きくとる必要がある。即ち

Sd壽警=そ.署｡¥=;:-･¥･s｡
=_fLd主璽。Ss･……．.…･･…･……･･(2)

fs-fB･

但しfd/fs｡>1

となるから〔ユ〕のβは

β=号×筈……………………“）
故にβを求めるにはFが動的に働く朧と静的に働く時

との応力を求めればよい。fdl堤を考える場合は普要

弾性の範囲内とみてよいからfdlfSに夫々相当する歪

ed,8sでおきかえ(3)式を次の様に書いてもよい。

β-=-量･帯…………一………(4)
2.Bauschingerの式の吟味

、

部材の変形を弾性変形として扱う場合は之をFig.1

の如きスプリングで置換し,Mに下図に示す様なFが働

くものとする。

然るときt>0の範囲で

M茄十C"=Fmax.<M:質量,C:バネ常数〕

今難､=璽菩王をFnla蕊が静的に働く時の延びとL,
t=0で"=E等一=Amin,i=0の条件でとけば，

I
動荷重′

衝撃(建物）

反覆荷重|交互荷重
静 荷 重

3151＄｜‘ 12

ZZDahlmann(FestigkeitderSchiffe)は許容応力

Ckg/mm勺として次の値を与えており，之を抗張力＝

44kg/rmng,抗剪力=33kg/mm2とすれば安全係数は括

弧内の数字となる。

｜引張,圧縮｜剪断
12〔3.66〕

8〔5.5〕

6〔7.3〕

静荷重

衝撃

磯関台

9〔3.66〕

6〔5.5〕

4．5〔7.3〕 6

故にβをまとめてみると次の様になる。

|BauscningerlM｡r,eylDa,,'ma｡。
反覆

繰返し
交互

し

21．76

32 ．6 72 ．0 3

■
。

衝~童’2141“』
この様に非常にまちまちである。之を少し検討しよう

というのが此の報告の目的である。

隻繊総撒灘耀繍難瀦
等を補うもので，今瀞的にFsなる力が働く時部材内に
おこされる応力をfoとし，此α材料の静的の狼さを
fBoとすれば上記の欠陥を補う意味でfBo>foとし’

’

･-－－－58－－－
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郭

１
１

叉鵲=jifmin等塞噸-1+…ん”
amin一丸m･r/xm

之より孔min/xmを消去すると，

β~号~(;~')器窯=1.57-0駒鶚
〃……．...…..．..．……･…．（5）

4.繰返し荷重Fig3

色

’二

皇且型竺＝2一望辺i型一
丸、苑、

叉は-皇皇=2-号器ES

此の場合fB=fBoと

すると

β=2-吾器

｜
｜

’

繰返し荷重を
F=Fo+F,Sinkt

とする｡暑=難。

t蹴品-．
彊制振動だけをとり，スプリングの振動形は

”=』、+-r睾難]･sin域但しe=k/"

故腫…＝"｡÷宝券熱』

此の時Fm風※r:""<"+"'>}･…-…⑥Fmin=C("0-患D,
此の場合は材料の疲労謹度を考えねばならぬ。応力は

振動の延びに比例すると考えられる故，比例常数を6と

おくと，平均応力S1=0140

振幅応力．‘='了睾鼠"』
最大応力fd=sL+a,='(弱｡+畠難ウ

今a,/s,=一定としての此材料の疲労獺度をsJaと

すれば,fB=s-fa

､Fmaxが静的に働く時の澆みは(6)によって典0+兆ｪ，

故に此時の応力fs=0Cto+x,)
､em

tとなりBaUschrnger

の式と一致する。

しかしこの穰な荷重の形が現れることは極めて稀で，

繰返し荷重も衝撃荷重も之とは異る。散に繰返し’画撃
荷重にBauschingerの式を用いるのは適当でないと思
われる。

3．衝撃荷重Fig2
Fig2の様に

.l
ごく短時間to

Fig2の様に

ごく短時間to

だけFmなる

函嬢力が働く

ものとする。

ォto>t>・の
範囲で

＆=罰

一

_I睦竺
‘

M,=Fmin+Fmsinkt(k=制F…が鱒的に働く時の澆みば(6)によって郷｡+蝿”
故に此時の応力fs=0Cto+x,)

この場合スプリングの延び従ってこの内におこされる

応力はtoの大きさで異るのは明らかであるが,toの大き‘｡+Izr鰯‘ fBo
故にβ＝

さを予想することは困難である。従って最悪条件として鄭0+",-s+a

ここで＝,鰈振)の時は畠瞳非常に大きくなる外力の遁期2toと，スプリングの自由振動の遁期とが
~致する場合をとるとkg=C/Mとなり運動方程式の解一が，実際使用の場合はこの様なことは出来るだけさける

は'X=#min-与馳|InC･sktのが普通で,Igs=6は'より多少は大きくても一定
限度内と仮定してよい。（7）の鋪一因数は

故に"…＝…＋÷節mO<t<2t・
筈鶚-等身､=-諄誌（響=罰

Fmaxによる静的な擬み

"s=FmixIj-Fm=="min+"m_.･･β=－塗2－……....…･･(8)=xmin+"m_--Fs+a/6
C

此の材料の疲労弧度が，横軸に平均応力，縦軸に振幅
もしこの時fB=fBoとすれば

応力をとってFig4の様に表されるとし，之が軟鋼に対

β=-署--塾聖篁=jtmin+÷熱m;+-響し近似的に，窕a"min+"ml+言皇巫m. 希=1－(E5)｡,-;:B=r=0･4~0.5発rn
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＃

と書けるとする.と,5=s/fBoとして(8)式のs"aをぴ，

γでかき､かえて
ユ

β＝

｡+÷〔1-.2）

又些墾="=芳篭=鶉窯亨篝鶚Fmg,x

〆

2－0

1.5
一

ー

P
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》

飴
Ｆ

ざａ
Fig．5衝撃一メ－o･50

－－シ

(10)に対するβ

‘

Ｐ

~

げ一志(’一α，〕
＝＝一

・＋号(1－α2〕

青=告とおいて(9)('0)からすを消去すると
ヨ0

．〃〃‐I1．

｜､ﾐーﾐ､､幽竺今

、:ヘ牌｡rZz亀：’I．
β=:('-")告,/唇十')('+的-2(筈-')艇

。……････････････…････…(11）

γ＝0.4～0.5,で8は最大1.3程度にとることとし，

-f=05,0.45,0.4,035,0･3の場合，

“=窯号とβとの関係を計猟すると次の朧にな
る。、

βの値
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5 ．綜合的考察Fig.6操返し荷重に対するβ
．以上の結果を曲線にするとFig.5,6の通りである。Fig.6は繰返し荷重に対するβである。
画繋に対するものはFig.5に示す通りでMorleyのものBauschingerの荷重は除くとしてMorleyの値Ijrr/6
は余り大にすぎる。此の根拠はよくわからないが他のも＝0.3～0.4の間にあり,Dahlmannのは0．5よりやや
のに比し余り大きいので信頼し難いのではないかと思う。小さい処にくる。今γの平均値として0.45,6＝1．3を．と
Bauschingerのものは荷重条件が実際に即しないことはるとγ/6=0.35となり大体Morleyの点の近くを曲線
前述の通りである。Dahlmannのものも根拠不明であが通る事になる。Dahlmannの点は之に比職するとγ/6
るが“〕式に非滞に近い処より見て合理性がある様にの大きい処に来る。以上を結論すればFm･n/Fmaxに
思われる。従って御撃に対するβとして外力のMin,Maxをとればγ/6=0.35の曲線をとれ
（5）式をとるのが妥当ではないかと思う。ぱよいのではないかと思う。〔九大教授〕
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I
一

一救命浮器及び乗下船用梯子〔柔軟性,の仕様書一

二

Ｐ

‐米國コーストガード船距品規格

救命浮器及び乘下舶用梯子（柔軟性)の仕檬書

水品政雄

』
〆

(d)75封度以上の浮器には周2吋以上のもやい索を
1．材料及型式

付けなければならない。
げ

(a)材料はそれぞれ次の規格に適合したものを使用、(e)浮器の角部は丸味をつけると共に工事は丁寧に
〔1〕バルサ材コーストカード規格164002 しなければならない。

（”バルサ(Ochroma)海軍省規格39B5〆

（3）糊連邦規柊C-G-496Glue:Resintype3・バルサ浮器
“〕糸連邦規格U－T－276糸：綿

(a)使用するバルサ材はコースト･ガード綬格叉はcbj浮器は所定の員数の人を水上に浮かしているこ
とのできる器具であって轍命艇’救命浮環，救命海軍規格に合格したもので，その重量はユ立方沢当
胴衣，救命座布団ではないもの〕之を使用するに当8ﾕﾉ国から12封度のものである。
って誰整叉は準備等の必要のないものをいう。<b)糊は連邦規格に適合したものであって，その使
浮器は箱型又は環型のものでなければならない。用法鱗る量,締付圧力，使用時の温度,膠着時間
(c)繩型救命淨器とは滿型のものでバルサ叉は金腐及温艇〕は，製作所の指示雷に従わねばならない。
製の室気槽を木の枠及び包板で包んだものによって(c)バルサのブロックを祷成する各層は，できるだ
浮力を得る如く溝成されたものをいう。け大きいバルサ片でこれを作り，継手をできるだげ
(d)爽状救命浮器とはその形が楕円又は四角のもの．少くするようにしなければならない。叉，各層の厚

であって，浮鉱の断面は円，精円，叉は四角の連続したさは2吋以上なければならない。
･ものであって且つバルサ又は金属室気糟のものである。バルサのブロックの外面にはバルサの木口が出な

いようにバルサ片を配置しなければなない。守

－

2．一般要求バルサのブロックの内部に充頒材･として小さいバ
ルサ片を坂入してはならない。但し，型をPairに

(a)救命浮器は安定性を有するもので，その重量は するために小片を使用することは差支えないが，こ
400封度以下で磯力に依らず人力のみで前扱える寸 の場合にも木口がブロックの外面に表われないよう
法のもので且つ，充分の強力を有するものでなけれ 秒

にしなければならない。

ばならない。 各周におけるバルサ片の継目は四角にし，滑らか

(b)浮体はなるべく救命淨器の周辺に配置する。Iにしで且つ密着させる。
(c)外側周辺に径a/猫のアニラの救命索を付けなけ径'/4吋の適当な長さの木釘によってバルサの二つ
ればならない。之底図のように3沢以下の間隔に取 の層が‘ずれないようにする。

付ける。 。“〕バルサのブロック糊着してから24時間以上経た．

ｰ

上で加工する。加工する場合は先ず大体の型に切断

した上で仕上げをする。又，継目に間隙がある場合

はバルサに対する鎭隙用の糊を使用する。

(e)舘型浮器の浮休にバルサを使用する場合は，バ

ルサのブロックに承認された塗料を，充分に塗布し

た上，こ､れを木型の錨〔木製のフレー兵と板から成

『

叉PeImant"は径'/AI吋長さ12MI以下のマニラ索を用た上，こ､れを木製の繩〔木製のフレー兵と板から成
い中央部に取付げ,且つ,二巻以下の蕊にしておく。る〕に入れて動かないようにす。
環型の救命浮器の内側の穴の部分に網を張り，又はこの木製のフレームと板は何れも滑かにし，且つ
Plateformを張っていないものについては，内側耐水性塗料を二回塗布する。．
に救命索及びPennantを付けなければならない。ベニヤ板はフレームや板に使用できない。

－61－
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(f)環型の浮器の浮体にバルサを使用する場合は，

No.10以上の強度及び重量を有する帆布で覆わなけ

ればならないざ叉，この帆布には承認された塗料を

塗布する。帆布を螺旋状に浮体に巻きつける場合は

帆布の巾の約孚分が重なるように巻きつけなければ

ならない。帆布を縫い合せる場合は；ミシンを用い

1吋に5つ以上の縫目としなければならない。

縫糸は連邦規格U－T-276Typelll-B(18
PoundS)に適合し,No]%Cottonthread･以上

の強度のものでなければならない。

この型の浮器においては，製品を乾燥させた上で
保護ペイントを一回塗布する。

(9)浮器の製傭ま，水が浮燃内部に浸入することの
な北､よう充分注意し，小孔,溝等がないようにする。

4．室氣槽浮器・

(a)毒気槽は水密を保つに充分な厚さ，及び強度を
有する耐鋸性の材料を用い，且つ，所定の落下試験
に合格しなければならない。

(b)室気槽の継手は総て鈎型継手とし，且つ，ハン

トダ付け，鋲及が証明書を有する熔接工に依る電気熔
接に依らなければならない。

<c)室気梢の長さは3沢以下とし,25人乗以上の浮

器では室気槽は6箇以上，25人乗より少い定員の浮
器では室気槽は4箇以上とする。

各室気糟には試験孔として，径'/4吋の管を附し六
角の蓋金をつける。又，試験孔は試験の場合容易に
近接できる位置に設ける。

<d)箱型浮器に使用する室気槽は，他嘩金属と接触
させてはならない。従って，室気糟を包むフー皇及
び枠は木製とする。

臨検し，浮器に使用する材料及び部分品並びに製品

が良好適正のものであるか何うかを松査する。

(b)浮器はその浮休を帆布叉は木繍で包む前に，製

品全部について浮休の表面検査を行う。

<c)大量生産の場合は30箇以下について1箇又,390

箇以50上箇迄については2箇の標本を抜きとり，こ

れについて次の各試験を行う。

(d)60沢の高さから水中に落下させて異状ないかを

試駁する。（強度試敬〕

(e)各室気槽には1平方1吋封度の気圧をかけて室

気の洩れ及び癬造上の弱党を検査する。（気密試験）

(f)水面下10沢又はこれと同等の水圧の下で24時間

水中に漫した後その浮力を計る。この場合定員1人
について32封度の浮力を必要とする。又，浮器の上

に人の体が全部叉は一部が乗るような型式のものに

ついては，1人当封度の浮力を必要とする｡なお，

前記と別に水にI浸した後の浮力は浮器の最初の浮力
に対し5％以下減少してはならない。（水密試験，

(9)浮器の上面が水面と平行になるように荷重して
浮器を水中に沈めて浮力を計測する。（浮力試験〕
Ch)浮器を水中に浮かせて浮器の周辺の一つの辺に
Lifelineに沿って鉄捧を結びつける。その鉄棒の

重量は,沢当,5封度で且つ,全重量は少くとも6噛
度のものとし浮器が幅覆するか何うかを試験する。

この試験はこれ．と睡涌の辺についても行う。〔安定
性試験〕

乘下船用梯子（柔軟性）仕様書

1．材科

ー

、

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

(a)品材＝

（1)FIEXIBLESTEELCHAIN(柔軟錐鎖）
吊材に鎖を使用する場合は単環,WELDLESS,

LOCK-LINK型のもので連邦規格RR-C-27],B

型一級の規格に適合したものであること。叉鎖の径

は0．]92吋以上で其の破域強度は2.940封度以上
でなければならな,い。

(2)ELEXIBLEWIREROPE(柔軟鋼索）
柔軟鋼索を使用す場合には6×12FIBRF

CORE,GALVANIZEDPLOWSTEELを用い

る叉かは迩邦規滞RR-R-571FGRTYPEIXの

ものを用いること。

柔軟鋼索の経はb/:6吋のものでその破壊強度は，

3,980封度以上でなければならない。

(b)EARS('附図参照)･

5．定 員

浮器の定員は次の計算方法に依って算定した人員
のうち少い方に依る。

（1）後に詳述する水密賦験を行った後の浮力を32に
割った数。但し，淫器の上に人が乗るような型式の
もの及び人の体が大部分浮器の上に乗り体の一部だ
け水に浸るような型式のものの場合は前記のの数値
を適当に増さねばならない。

〈2）環状浮器の場合は外周の長さ（灰〕に対し，実
際上収容がきる員数。

色

8．試験検査

(a)コーストガードの検査官は浮器の製造所に随時
の

ｒ
ｂ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
ト
‐
Ｉ
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一救命浮器及び乗下船用梯子（柔軟性〕の仕様書一
、

EARS鋼製とす場合は0.0"7吋以上の厚さを有

する銅板を用いること。叉EARSを木製とする場

合は堅材を用い含水量は乾燥髄に於て乾燥した重量
を基準として(OVENDRYWEIGHT)約ﾕ2%と

すること。叉節穴，歪等のない，木目の真直なも
＄

のでなければならない。又EARSをアルミニュー

ムで作る場合はその厚は0.0808吋以上のアルミニ

ューム合金板を用い連邦規格QQ-A-327に適合し
ロ

たものでなければならない。

<c)RUNGS(梯子.庇踏段）

踏段の材料は木製のEARSに用うる堅材と同一

なものを使用すること。

<d)前付環

前付環は国/8‘‘×3，，の亜鉛鍍鋼で作りH型ATT-
ACHMENTの連邦規格RR-C-271に1適合したも
のであること。

(e)クリヅプ

梯子《の銅製又は本製のEARSに束りつけるクリッ
プは0.0747吋以上の厚さを有する鋼反を用い,アル

ミニーム製の,EAR§に取付のｸ”プはEARS
と同一材料を用うること。

矩形のEARSは長さ約10吋巾5吋以上6吋以下

とし，その角の部分は半径1吋の丸味をつけること

楕円のEARSの場合は長径約10吋矩形は5吋以

上6吋以下とすること。

金屡製のEARSの場合は一つ以上型押をするか

叉はRIBを作り'.且つその縁は附図の如く巾@y8吋

以上フランヂして屈り曲げるか巻き返すこと。

EARSと鎖製吊材とはボルト又は鋲及びクリッ

プに依って附図の様に取付けること。

品材としこて鋼索を使用する場合は鋼索の撚りの間

にボルト叉は鋲を通してしっかりとRARSを取付
けること。

(c)｡踏段

・梯子の各階段は廻らない様に取付けた二列の踏段
からなり，且つ二列の踏段の間隔は一様にして1'ん

以上21/国以下としぅ又一つの踏段は巾約ユユ/凰吋厚エ

吋以上の四角のもので角部は少しを丸味をつけるこ

と。又踏段は次の様に取付けること。

（1）溝型クリップ使用の場合は，附図の様な寸法

〈即ち深さ約ユエ/8吋，フランヂユ'/4吋，長さ4'ん

吋~F'/国吋）のものとしボルトは鋲に依って踏段
EARSX[X吊材を相互に固蒲訂ること。

､

（2）鋼，アルミニューム等の金属製EARSを使

用する場合は適当な溝型クリップをEARSから

型押して（附図参照)，之に依って蕊ルト，又は

鋲で踏段とEARSを固めること。
(d)取付環

梯子の上下両蝋ご噸付ける取付る取付環は附図の

様な形状で，吊材以上の大きさと強度を有-或るシヤ

ツクルに依って吊材と結合すること。

(e)仕上げ
←

梯子に使用する鋼材は何れもHOTDIPPROC-

ESSに依る亜鉛鍍を施し肘露すること，又木製部

には附腐性塗料を二回塗ること。
受

試．醗検査

( a) 慨要

検査官が梯證の製作所に於て全部の梯子が仕様書

通りであるかを検査し，使用材料が規柊に合格して

居るか何うかを使用材料のサンプルに依って抜取り

試験を行う。

以上の検査に合格したものについては50個叉はそ

の端数毎に一個宛披き出して，更に下記の強度試験

、

I

｡

し，構・造

(a)一般構造

柔軟性案下船用梯子は附図の様な型式のものとし
これは2個の上部取付環，二個の下部取付環，二つ

‘の吊材“鎖叉は鋼索)，二列の木製踏段及び取付
具，適当な型状のEARSから組立てられること。
各吊材は上端の取付環から下端の取付環まで連続し
たもので上部取付環及び下部取付環から最も近い踏
段までの距離は夫々 約24吋とし，又各踏段の間隔は
均一で約151/4吋とすること。

梯子が垂直に吊された場合各段の二列の踏段は同
一水平面に位し，叉各踏段は平行で且つ吊材に対し
直角になるようにすることと。EARS踏段とは強
固に一体として固め，踏段が振れることのない様に
叉踏段EARS等の一部が破壊しても珠りの階段の
位置が変らない様に耀成しなければならない木ネヂ
又iまネヂによる頭付けは許されない，梯子Yの内側の
幅は173/4吋以上19吋以下とすること。仕上った悌子
は手とか足とかを傷けそうなトゲ，イ戴叉はとがっ
た隅，突起があってはならない。

(b)EARS

RARS瞳緬れ&､同形で錆円か，叉は矩形とする。

､

’

3，

、

EARSは何れも同形で精円か，叉は矩形とする。を行い若し此の試験に不合格の場合はそのグループ

木製のEARSは其の厚さを11/幾吋以上とする。は全部不合格とする。但し検査官の許取を得た場合

－63－
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砿長小林

大阪市北区堂島上一丁目一八

束京都港区芝浜掻町二丁目一九

大阪市大瀧川区浦江北五丁目四八
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本祗営業所

東京営業所
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